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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムで基地局ＢＳ（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）の動作方法であって、
　少なくとも１つのアップリンクサウンディング基準シンボル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｏｕｎ
ｄｉｎｇ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌ、ＵＬ－ＳＲＳ）を含むアップリンクサウ
ンディングチャネルを決定する過程と、
　ユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、　ＵＥ）に前記アップリンクサウンディ
ングチャネルに関する情報を含むメッセージを送信する過程と、を含み、
　前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳの中のＵＬ－ＳＲＳのシンボル区間は、データ伝送
のためのシンボルのシンボル区間より短い方法。
【請求項２】
　無線通信システムで基地局ＢＳ（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）の動作方法であって、
　複数のアップリンクサウンディング基準シンボル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｏｕｎｄｉｎｇ　
ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌ、ＵＬ－ＳＲＳ）を含むアップリンクサウンディング
チャネルを決定する過程と、
　ユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、　ＵＥ）に前記アップリンクサウンディ
ングチャネルに関する情報を含むメッセージを送信する過程と、を含み、
　それぞれの前記複数のＵＬ－ＳＲＳは前記ＵＥの少なくとも１つの送信ビーム（ｔｒａ
ｎｓｍｉｔ　ｂｅａｍ、Ｔｘ　ｂｅａｍ）を利用して送信され、
　前記少なくとも１つのＴｘビームは、前記情報に基づいて前記アップリンクサウンディ
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ングチャネル内の前記複数のＵＬ－ＳＲＳの中で少なくとも２つのＵＬ－ＳＲＳについて
反復的に使用され、
　前記複数のＵＬ－ＳＲＳの中の１つのＵＬ－ＳＲＳのシンボル区間は、データ伝送のた
めのシンボルのシンボル区間より短い方法。
【請求項３】
　前記メッセージに基づいて前記アップリンクサウンディングチャネルで前記複数のＵＬ
－ＳＲＳを受信する過程をさらに含み、
　前記ＵＥによって送信された第１選択されたビームに対応する前記少なくとも１つのＵ
Ｌ－ＳＲＳは全ての構成された反復が完了するまで多重サウンディング機会で反復され異
なる受信ビームを用いて受信され、以後の選択されたビームは全ての構成された反復が受
信されるまで多重サウンディング機会で反復され、
　前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳの受信は構成された数のビーム及び前記構成された
反復のための前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳが受信されるまで連続するサウンディン
グ機会で続けられ、
　前記構成された数のビームに対応する前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは前記構成さ
れた数のビーム及び前記構成された数の反復のための全ての前記少なくとも１つのＵＬＳ
ＲＳが受信されるまで前記反復の後に伴われる連続するサウンディング機会で受信される
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＵＥで多重デジタルチェーンは前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳが送信されるビ
ームの構成された数を独立的に選択し、
　前記ビームの構成された数に対応する前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは、多数のビ
ーム及び多数の反復のための前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳが全てのデジタルチェー
ンのために送信されるまで、同じサウンディング機会で互いに異なるリソースを用いて多
重デジタルチェーンから送信及び反復され、
　前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは前記数のビーム及び前記数の反復の全てが全ての
デジタルチェーンのために送信されるまで連続するサウンディング機会で前記多数のデジ
タルチェーンから送信される請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　無線通信システムで基地局ＢＳ（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）の動作方法であって、
　少なくとも１つの第１アップリンクサウンディング基準シンボル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｏ
ｕｎｄｉｎｇ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌ、ＵＬ－ＳＲＳ）を含む第１アップリ
ンクサウンディングチャネル及び少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳを含む第２アップリ
ンクサウンディングチャネルを決定する過程と、
　ユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、　ＵＥ）に前記第１アップリンクサウン
ディングチャネル及び前記第２アップリンクサウンディングチャネルに関する情報を含む
メッセージを送信する過程と、を含み、
　少なくとも１つの第１ＵＬ－ＳＲＳ及び前記少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳは前記
ＵＥの少なくとも１つの送信ビーム（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｂｅａｍ、Ｔｘ　ｂｅａｍ）を
利用して送信され、
　前記少なくとも１つの第１ＵＬ－ＳＲＳは少なくとも１つの受信ビーム（ｒｅｃｅｉｖ
ｅ　ｂｅａｍ、Ｒｘ　ｂｅａｍ）を利用して前記ＵＥから受信され、
　前記少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳは前記少なくとも１つのＲｘビームのサブセッ
ト（ｓｕｂｓｅｔ）を利用して前記ＵＥから受信され、
　前記少なくとも１つの第１ＵＬ－ＳＲＳ及び前記少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳの
中の１つのＵＬ－ＳＲＳシンボル区間は、データ伝送のためのシンボルのシンボル区間よ
り短い方法。
【請求項６】
　前記第１アップリンクサウンディングチャネルは前記第２アップリンクサウンディング
チャネルより大きな周期性を有するように構成される請求項５に記載の方法。
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【請求項７】
　前記第１アップリンクサウンディングチャネルは前記第２アップリンクサウンディング
チャネルより優先し、
　以前に構成されたアップリンクチャネルに加えて第３アップリンクサウンディングチャ
ネルが０の周期性を有するように構成され、
　前記第３アップリンクサウンディングチャネルは前記ＵＥに対して前記以前に構成され
たアップリンクチャネルとは異なる構成パラメータを含み、
　前記第３アップリンクサウンディングチャネルは新しいサウンディングチャネル割り当
てを指示するために別のフィールドを使用する請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　無線通信システムでユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、　ＵＥ）の動作方法
であって、
　基地局ＢＳ（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）からアップリンクサウンディングチャネルに
関する情報を含むメッセージを受信する過程を含み、
　前記アップリンクサウンディングチャネルは少なくとも１つのアップリンクサウンディ
ング基準シンボル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏ
ｌ、ＵＬ－ＳＲＳ）を含み、
　前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳの中のＵＲ－ＳＲＳのシンボル区間は、データ伝送
のためのシンボルのシンボル区間より短い方法。
【請求項９】
　無線通信システムでユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、　ＵＥ）の動作方法
であって、
　基地局ＢＳ（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）からアップリンクサウンディングチャネルに
関する情報を含むメッセージを受信する過程を含み、
　前記アップリンクサウンディングチャネルは複数のアップリンクサウンディング基準シ
ンボル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌ、ＵＬ－
ＳＲＳ）を含み、
　それぞれの前記複数のＵＬ－ＳＲＳは前記ＵＥの少なくとも１つの送信ビーム（ｔｒａ
ｎｓｍｉｔ　ｂｅａｍ、Ｔｘ　ｂｅａｍ）を利用して送信され、
　前記少なくとも１つのＴｘビームは、前記情報に基づいて前記アップリンクサウンディ
ングチャネル内の前記複数のＵＬ－ＳＲＳの中で少なくも２つのＵＬ－ＳＲＳについて反
復的に使用され、
　前記複数のＵＬ－ＳＲＳの中の１つのＵＬ－ＳＲＳのシンボル区間は、データ伝送のた
めのシンボルのシンボル区間より短い方法。
【請求項１０】
　前記メッセージに基づく前記アップリンクサウンディングチャネルで前記複数のＵＬ－
ＳＲＳを送信する過程をさらに含み、
　第１選択されたビームに対応する前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは、全ての構成さ
れた反復が完了するまで多重サウンディング機会で反復され、異なる受信ビームを用いて
前記基地局ＢＳによって受信され、次の選択されたビームは全ての構成された反復が送信
されるまで多重サウンディング機会で反復され、
　前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳの送信は構成された数のビーム及び前記構成された
反復のための前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳが送信されるまで連続するサウンディン
グ機会で続けられ、
　前記構成された数のビームに対応する前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは前記構成さ
れた数のビーム及び前記構成された反復のための全ての前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲ
Ｓが送信されるまで前記反復の後に伴われる連続するサウンディング機会で送信される請
求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＵＥで多重デジタルチェーンは前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳが送信されるビ
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ームの構成された数を独立的に選択し、
　前記ビームの構成された数に対応する前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは、多数のビ
ーム及び多数の反復のための前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳが全てのデジタルチェー
ンのために送信されるまで、同じサウンディング機会で互いに異なるリソースを用いて多
重デジタルチェーンから送信及び反復され、
　前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは前記数のビーム及び前記数の反復の全てが全ての
デジタルチェーンのために送信されるまで連続するサウンディング機会で前記多数のデジ
タルチェーンから送信される請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　無線通信システムでユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、　ＵＥ）の動作方法
であって、
　基地局ＢＳ（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）から第１アップリンクサウンディングチャネ
ル及び第２アップリンクサウンディングチャネルに関する情報を含むメッセージを受信す
る過程を含み、
　前記第１アップリンクサウンディングチャネルは少なくとも１つの第１アップリンクサ
ウンディング基準シンボル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓ
ｙｍｂｏｌ、ＵＬ－ＳＲＳ）を含み、前記第２アップリンクサウンディングチャネルは少
なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳを含み、
　前記少なくとも１つの第１ＵＬ－ＳＲＳ及び前記少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳは
前記ＵＥの少なくとも１つの送信ビーム（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｂｅａｍ、Ｔｘ　ｂｅａｍ
）を利用して送信され、
　前記少なくとも１つの第１ＵＬ－ＳＲＳは前記基地局ＢＳの少なくとも１つの受信ビー
ム（ｒｅｃｅｉｖｅ　ｂｅａｍ、Ｒｘ　ｂｅａｍ）を利用して前記基地局ＢＳによって受
信され、
　前記少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳは前記基地局ＢＳの少なくとも１つのＲｘビー
ムのサブセット（ｓｕｂｓｅｔ）を利用して前記基地局ＢＳによって受信され、
　前記少なくとも１つの第１ＵＬ－ＳＲＳ及び前記少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳの
中の１つのＵＬ－ＳＲＳシンボル区間は、データ伝送のためのシンボルのシンボル区間よ
り短い方法。
【請求項１３】
　前記第１アップリンクサウンディングチャネルは前記第２アップリンクサウンディング
チャネルより大きな周期性を有するように構成される請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１アップリンクサウンディングチャネルは前記第２アップリンクサウンディング
チャネルより優先し、
　以前に構成されたアップリンクチャネルに加えて第３アップリンクサウンディングチャ
ネルが０の周期性を有するように構成され、
　前記第３アップリンクサウンディングチャネルは前記ＵＥに対して前記以前に構成され
たアップリンクチャネルとは異なる構成パラメータを含み、
　前記第３アップリンクサウンディングチャネルは新しいサウンディングチャネル割り当
てを指示するために別のフィールドを使用する請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　無線通信システムでユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、　ＵＥ）であって、
　基地局ＢＳ（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）からアップリンクサウンディングチャネルに
関する情報を含むメッセージを受信するように構成された受信処理回路を含み、
　前記アップリンクサウンディングチャネルは少なくとも１つのアップリンクサウンディ
ング基準シンボル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏ
ｌ、ＵＬ－ＳＲＳ）を含み、
　前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳの中の１つのＵＬ－ＳＲＳのシンボル区間は、デー
タ伝送のためのシンボルのシンボル区間より短いＵＥ。
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【請求項１６】
　無線通信システムでユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、　ＵＥ）であって、
　基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ、　ＢＳ）からアップリンクサウンディングチャネ
ルに関する情報を含むメッセージを受信するように構成された受信処理回路を含み、
　前記アップリンクサウンディングチャネルは複数のアップリンクサウンディング基準シ
ンボル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌ、ＵＬ－
ＳＲＳ）を含み、
　それぞれの前記複数のＵＬ－ＳＲＳは前記ＵＥの少なくとも１つの送信ビーム（ｔｒａ
ｎｓｍｉｔ　ｂｅａｍ、Ｔｘ　ｂｅａｍ）を利用して送信され、
　前記少なくとも１つのＴｘビームは、前記情報に基づいて前記アップリンクサウンディ
ングチャネル内の前記複数のＵＬ－ＳＲＳの中で少なくとも２つのＵＬ－ＳＲＳについて
反復的に使用され、
　前記複数のＵＬ－ＳＲＳの中の１つのＵＬ－ＳＲＳのシンボル区間は、データ伝送のた
めのシンボルのシンボル区間より短いＵＥ。
【請求項１７】
　前記メッセージに基づく前記アップリンクサウンディングチャネルで前記複数のＵＬ－
ＳＲＳを送信するように構成された送信処理回路をさらに含み、
　第１選択されたビームに対応する前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは、全ての構成さ
れた反復が完了するまで多重サウンディング機会で反復され、異なる受信ビームを用いて
前記ＢＳによって受信され、次の選択されたビームは全ての構成された反復が受信される
まで多重サウンディング機会で反復され、
　前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳの送信は構成された数のビーム及び前記構成された
反復のための前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳが送信されるまで連続するサウンディン
グ機会で続けられ、
　前記構成された数のビームに対応する前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは前記構成さ
れた数のビーム及び前記構成された反復のための全ての前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲ
Ｓが送信されるまで前記反復の後に伴われる連続するサウンディング機会で送信される請
求項１６に記載のＵＥ。
【請求項１８】
　前記ＵＥで多重デジタルチェーンは前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳが送信されるビ
ームの構成された数を独立的に選択し、
　前記ビームの構成された数に対応する前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは、多数のビ
ーム及び多数の反復のための前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳが全てのデジタルチェー
ンのために送信されるまで、同じサウンディング機会で互いに異なるリソースを用いて多
重デジタルチェーンから送信及び反復され、
　前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは前記数のビーム及び前記数の反復の全てが全ての
デジタルチェーンのために送信されるまで連続するサウンディング機会で前記多数のデジ
タルチェーンから送信される請求項１７に記載のＵＥ。
【請求項１９】
　無線通信システムでユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、　ＵＥ）であって、
　基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ、　ＢＳ）から第１アップリンクサウンディングチ
ャネル及び第２アップリンクサウンディングチャネルに関する情報を含むメッセージを受
信するように構成された受信処理回路を含み、
　前記第１アップリンクサウンディングチャネルは少なくとも１つの第１アップリンクサ
ウンディング基準シンボル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓ
ｙｍｂｏｌ、ＵＬ－ＳＲＳ）を含み、前記第２アップリンクサウンディングチャネルは少
なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳを含み、
　前記少なくとも１つの第１ＵＬ－ＳＲＳ及び前記少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳは
前記ＵＥの少なくとも１つの送信ビーム（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｂｅａｍ、Ｔｘ　ｂｅａｍ
）を利用して送信され、
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　前記少なくとも１つの第１ＵＬ－ＳＲＳは前記ＢＳの少なくとも１つの受信ビーム（ｒ
ｅｃｅｉｖｅ　ｂｅａｍ、Ｒｘ　ｂｅａｍ）を利用して前記ＢＳによって受信され、
　前記少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳは前記ＢＳの少なくとも１つのＲｘビームのサ
ブセット（ｓｕｂｓｅｔ）を利用して前記ＢＳによって受信され、
　前記少なくとも１つの第１ＵＬ－ＳＲＳ及び前記少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳの
中の１つのＵＬ－ＳＲＳシンボル区間は、データ伝送のためのシンボルのシンボル区間よ
り短いＵＥ。
【請求項２０】
　前記第１アップリンクサウンディングチャネルは前記第２アップリンクサウンディング
チャネルより大きな周期性を有するように構成される請求項１９に記載のＵＥ。
【請求項２１】
　前記第１アップリンクサウンディングチャネルは前記第２アップリンクサウンディング
チャネルより優先し、
　以前に構成されたアップリンクチャネルに加えて第３アップリンクサウンディングチャ
ネルが０の周期性を有するように構成され、
　前記第３アップリンクサウンディングチャネルは前記ＵＥに対して前記以前に構成され
たアップリンクチャネルとは異なる構成パラメータを含み、
　前記第３アップリンクサウンディングチャネルは新しいサウンディングチャネル割り当
てを指示するために別のフィールドを使用する請求項１９に記載のＵＥ。
【請求項２２】
　無線通信システムで基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ、　ＢＳ）の装置であって、
　少なくとも１つのアップリンクサウンディング基準シンボル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｏｕｎ
ｄｉｎｇ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌ、ＵＬ－ＳＲＳ）を含むアップリンクサウ
ンディングチャネルを決定するように構成された１つ以上のプロセッサ；及び
　ユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、　ＵＥ）に前記アップリンクサウンディ
ングチャネルに関する情報を含むメッセージを送信するように構成された送信処理回路を
含み、
　前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳの中のＵＬ－ＳＲＳのシンボル区間は、データ伝送
のためのシンボルのシンボル区間より短い装置。
【請求項２３】
　無線通信システムで基地局ＢＳ（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）の装置であって、
　複数のアップリンクサウンディング基準シンボル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｏｕｎｄｉｎｇ　
ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌ、ＵＬ－ＳＲＳ）を含むアップリンクサウンディング
チャネルを決定するように構成された１つ以上のプロセッサと、
　ユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、　ＵＥ）に前記アップリンクサウンディ
ングチャネルに関する情報を含むメッセージを送信するように構成された送信処理回路と
、を含み、
　それぞれの前記複数のＵＬ－ＳＲＳは前記ＵＥの少なくとも１つの送信ビーム（ｔｒａ
ｎｓｍｉｔ　ｂｅａｍ、Ｔｘ　ｂｅａｍ）を利用して送信され、
　前記少なくとも１つのＴｘビームは、前記情報に基づいて前記アップリンクサウンディ
ングチャネル内の前記複数のＵＬ－ＳＲＳの中で少なくとも２つのＵＬ－ＳＲＳについて
反復的に使用され、
　前記複数のＵＬ－ＳＲＳの中の１つのＵＬ－ＳＲＳのシンボル区間は、データ伝送のた
めのシンボルのシンボル区間より短い装置。
【請求項２４】
　前記メッセージに基づいて前記アップリンクサウンディングチャネルで前記複数のＵＬ
－ＳＲＳを受信するように構成された受信処理回路をさらに含み、
　前記ＵＥによって送信された第１選択されたビームに対応する前記少なくとも１つのＵ
Ｌ－ＳＲＳは全ての構成された反復が完了するまで多重サウンディング機会で反復され異
なる受信ビームを用いて受信され、以後の選択されたビームは全ての構成された反復が受
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信されるまで多重サウンディング機会で反復され、
　前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳの受信は構成された数のビーム及び前記構成された
反復のための前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳが受信されるまで連続するサウンディン
グ機会で続けられ、
　前記構成された数のビームに対応する前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは前記構成さ
れた数のビーム及び前記構成された数の反復のための全ての前記少なくとも１つのＵＬＳ
ＲＳが受信されるまで前記反復の後に伴われる連続するサウンディング機会で受信される
請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記ＵＥで多重デジタルチェーンは前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳが送信されるビ
ームの構成された数を独立的に選択し、
　前記ビームの構成された数に対応する前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは、多数のビ
ーム及び多数の反復のための前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳが全てのデジタルチェー
ンのために送信されるまで、同じサウンディング機会で互いに異なるリソースを用いて多
重デジタルチェーンから送信及び反復され、
　前記少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳは前記数のビーム及び前記数の反復の全てが全ての
デジタルチェーンのために送信されるまで連続するサウンディング機会で前記多数のデジ
タルチェーンから送信される請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　無線通信システムで基地局ＢＳ（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）の装置であって、
　少なくとも１つの第１アップリンクサウンディング基準シンボル（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｏ
ｕｎｄｉｎｇ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌ、ＵＬ－ＳＲＳ）を含む第１アップリ
ンクサウンディングチャネル及び少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳを含む第２アップリ
ンクサウンディングチャネルを決定するように構成された１つ以上のプロセッサと、
　ユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、　ＵＥ）に前記第１アップリンクサウン
ディングチャネル及び前記第２アップリンクサウンディングチャネルに関する情報を含む
メッセージを送信するように構成された送信処理回路と、を含み、
　前記少なくとも１つの第１ＵＬ－ＳＲＳ及び前記少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳは
前記ＵＥの少なくとも１つの送信ビーム（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｂｅａｍ、Ｔｘ　ｂｅａｍ
）を利用して送信され、
　前記少なくとも１つの第１ＵＬ－ＳＲＳは少なくとも１つの受信ビーム（ｒｅｃｅｉｖ
ｅ　ｂｅａｍ、Ｒｘ　ｂｅａｍ）を利用して前記ＵＥから受信され、
　前記少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳは前記少なくとも１つのＲｘビームのサブセッ
ト（ｓｕｂｓｅｔ）を利用して前記ＵＥから受信され、
　前記少なくとも１つの第１ＵＬ－ＳＲＳ及び前記少なくとも１つの第２ＵＬ－ＳＲＳの
中の１つのＵＬ－ＳＲＳシンボル区間は、データ伝送のためのシンボルのシンボル区間よ
り短い装置。
【請求項２７】
　前記第１アップリンクサウンディングチャネルは前記第２アップリンクサウンディング
チャネルより大きな周期性を有するように構成される請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記第１アップリンクサウンディングチャネルは前記第２アップリンクサウンディング
チャネルより優先し、
　以前に構成されたアップリンクチャネルに加えて第３アップリンクサウンディングチャ
ネルが０の周期性を有するように構成され、
　前記第３アップリンクサウンディングチャネルは前記ＵＥに対して前記以前に構成され
たアップリンクチャネルとは異なる構成パラメータを含み、
　前記第３アップリンクサウンディングチャネルは新しいサウンディングチャネル割り当
てを指示するために別のフィールドを使用する請求項２６に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に無線電気通信システムに関し、さらに詳細には、ビームフォーミング
された大規模多重入出力（ＭＩＭＯ）システムにおけるチャネルサウンディングに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　セルラーシステムは、現在、４Ｇ（ＬＴＥ，８０２．１６ｍ）から遥かに大きなデータ
率（１００倍以上まで）を保証する５Ｇへ発展することが期待される。５Ｇシステムのた
めの候補の中の１つは４Ｇシステムに使用されていた現在のＰＣＳマイクロ波帯域の代わ
りにミリ波帯域を使用するものである。ミリ波周波数は現在のＰＣＳ帯域よりも一桁大き
い。
【０００３】
　ミリ波帯域の伝播特性は異なるが、ミリ波帯域の場合、自由空間での伝播損失はマイク
ロ波帯域で観察されるものに比べて遥かに多い。波長がより短ければ、ミリ波を伝送する
ために求められるアンテナの大きさはマイクロ波帯域のために求められるアンテナの大き
さに比べて遥かに小さい。しかし、前記より小さなアンテナはマイクロ波帯域のためのア
ンテナ領域に匹敵する領域内にパッキングされ得る。このようなアンテナアレイが同期「
動作」する時、高い伝播損失を補償できる利得を有するビームが形成される。
【０００４】
　ビームフォーミングされたシステムで、移動局から基地局へのリンクは、移動局と基地
局間の連結を可能にし増大させるために、伝送のチャネル品質感知のためのアップリンク
チャネルサウンディングを利用する。移動局と基地局両方のための多重ビームの使用を付
加することによってアップリンクチャネルサウンディングの複雑性が増大する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　基地局ＢＳが移動局ＭＳと通信するための方法が提供される。ＢＳはアップリンクスロ
ット内の少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルで構成されたアップリンクサウンディングチ
ャネルを構成する。ＢＳはシステム構成ブロードキャストメッセージを介してアップリン
クサウンディングチャネルの異なる構成の使用及び位置をＭＳにシグナリングする。アッ
プリンクサウンディングチャネルはＯＦＤＭシンボルを含み、ここで、副搬送波間隔及び
サンプリング周波数の中の１つ以上はデータ伝送のために使用されたＯＦＤＭシンボルの
副搬送波間隔及びサンプリング周波数と異なる。各ＯＦＤＭシンボルは少なくとも１つの
送信ビームに対応するサウンディング基準シンボルを含み、少なくとも１つの受信ビーム
によって受信され、少なくとも１つの送信－受信ビームペアを形成する。異なるＯＦＤＭ
シンボルでＵＬ－ＳＲＳのための前記少なくとも１つの送信－受信ビームペアは互いに異
なる。サウンディングチャネル構成は予め定義されたインタフェースでＢＳ間協力によっ
て隣接ＢＳから受信される情報に基づく。
【０００６】
　基地局ＢＳが移動局ＭＳと通信するための方法が提供される。アップリンクサウンディ
ングチャネルはアップリンク構成メッセージを用いるＭＳのために構成される。アップリ
ンク構成メッセージはＵＬ－ＳＲＳがアップリンクスロット及び特定のアップリンクサウ
ンディング構成の中の１つで送信されるかを明示する。ＵＬ－ＳＲＳが送信される際のビ
ームの数はアップリンク構成メッセージに指示される（ｉｎｄｉｃａｔｅｄ）。特定の送
信ビームはアップリンク構成メッセージでのパラメータに応じて異なるＯＦＤＭシンボル
に対して繰り返される。ＵＬ－ＳＲＳが送信される周期性はアップリンク構成メッセージ
に指示される。
【０００７】
　基地局ＢＳが移動局ＭＳと通信するための方法が提供される。多重アップリンクサウン
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ディングチャネルはＭＳのために構成される。多重サウンディングチャネルはＵＬ－ＳＲ
Ｓを送信するために異なる周期性及び異なる構成を含む。ＢＳは移動速度、ＣＱＩレポー
ト、ＭＳからのＲＡＣＨ受信を含む１つ以上のパラメータに基づいて多重サウンディング
割り当てを構成する。第１サウンディングチャネルは異なる送信－受信ペアをスキャンす
るために使用され、第２サウンディングチャネルは第１サウンディングチャネルから異な
る送信－受信ペアのサブセット（ｓｕｂｓｅｔ）をスキャンするために使用され、第３サ
ウンディングチャネルは第１サウンディングチャネル及び第２サウンディングチャネルか
ら異なる送信－受信ペアのサブセットをスキャンするために使用される。
【０００８】
　移動局ＭＳが基地局ＢＳと通信するための方法が提供される。ＭＳはアップリンクスロ
ット内の少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルで構成されたアップリンクサウンディングチ
ャネルを介してアップリンクサウンディング基準シンボルＵＬ－ＳＲＳを送信する。ＭＳ
はＢＳからシステム構成ブロードキャストメッセージを介してアップリンクサウンディン
グチャネルの異なる構成の使用及び位置を示すシグナリングを受信する。アップリンクサ
ウンディングチャネルはＯＦＤＭシンボルを含み、ここで、副搬送波間隔及びサンプリン
グ周波数の中の１つ以上はデータ伝送のために使用されたＯＦＤＭシンボルのそれと異な
る。各ＯＦＤＭシンボルは少なくとも１つの送信ビームに対応するサウンディング基準シ
ンボルを含み、少なくとも１つの受信ビームによって受信されて少なくとも１つの送信－
受信ビームペアを形成する。異なるＯＦＤＭシンボルでＵＬ－ＳＲＳのための前記少なく
とも１つの送信－受信ビームペアは互いに異なる。サウンディングチャネル構成は予め定
義されたインタフェースでＢＳ間協力によって隣接ＢＳから受信された情報に基づく。
【０００９】
　移動局ＭＳが基地局ＢＳと通信するための方法が提供される。アップリンクサウンディ
ングチャネルを構成するアップリンク構成メッセージが受信される。アップリンク構成メ
ッセージはＵＬ－ＳＲＳがアップリンクスロット及び特定のアップリンクサウンディング
構成の中の１つで伝送されるかを明示する。ＵＬ－ＳＲＳが送信される際のビームの数は
アップリンク構成メッセージに指示される。特定の送信ビームはアップリンク構成メッセ
ージでのパラメータに応じて異なるＯＦＤＭシンボルに対して繰り返される。ＵＬ－ＳＲ
Ｓが送信される周期性はアップリンク構成メッセージに指示される。
【００１０】
　移動局ＭＳが基地局ＢＳと通信するための方法が提供される。ＢＳによって構成された
多重アップリンクサウンディングチャネルが伝送される。多重サウンディングチャネルは
ＵＬ－ＳＲＳを送信するために異なる周期性及び異なる構成を含む。多重サウンディング
割り当ては移動速度、ＣＱＩレポート及びＭＳからのＲＡＣＨ受信を含む１つ以上のパラ
メータに基づいてＢＳによって構成される。第１サウンディングチャネルは異なる送信－
受信ペアをスキャンするために使用され、第２サウンディングチャネルは第１サウンディ
ングチャネルから異なる送信－受信ペアのサブセットをスキャンするために使用され、第
３サウンディングチャネルは第１サウンディングチャネル及び第２サウンディングチャネ
ルから異なる送信－受信ペアのサブセットをスキャンするために使用される。
【００１１】
　基地局ＢＳと通信するための移動局ＭＳが提供される。ＭＳはアップリンクスロット内
の少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルからなるアップリンクサウンディングチャネルを介
してアップリンクサウンディング基準シンボルＵＬ－ＳＲＳを送信するように構成された
送信処理回路を含む。ＭＳはシステム構成ブロードキャストメッセージを介してアップリ
ンクサウンディングチャネルの異なる構成の使用及び位置を示すシグナリングをＢＳから
受信するように構成された受信処理回路を含む。アップリンクサウンディングチャネルは
ＯＦＤＭシンボルを含み、ここで、副搬送波間隔及びサンプリング周波数の中の１つ以上
はデータ伝送のために使用されたＯＦＤＭシンボルのそれと異なる。各ＯＦＤＭシンボル
は少なくとも１つの送信ビームに対応するサウンディング基準シンボルを含み、少なくと
も１つの受信ビームによって受信されて少なくとも１つの送信－受信ビームペアを形成す
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る。異なるＯＦＤＭシンボルでＵＬ－ＳＲＳをために前記少なくとも１つの送信－受信ビ
ームペアは互いに異なる。サウンディングチャネル構成は予め定義されたインタフェース
でＢＳ間協力によって隣接ＢＳから受信される情報に基づく。
【００１２】
　基地局ＢＳと通信するための移動局ＭＳが提供される。ＭＳはアップリンクサウンディ
ングチャネルを構成するアップリンク構成メッセージを受信するように構成された受信処
理回路を含む。アップリンク構成メッセージはＵＬ－ＳＲＳがアップリンクスロット及び
特定のアップリンクサウンディング構成の中の１つで送信されるかを明示する。ＵＬ－Ｓ
ＲＳが送信される際のビームの数はアップリンク構成メッセージに指示される。特定の送
信ビームはアップリンク構成メッセージでのパラメータに応じて異なるＯＦＤＭシンボル
に対して繰り返される。ＵＬ－ＳＲＳが送信される周期性はアップリンク構成メッセージ
に指示される、
【００１３】
　基地局ＢＳと通信するための移動局ＭＳが提供される。ＭＳはＢＳによって構成された
多重アップリンクサウンディングチャネルに送信するように構成された送信処理回路を含
む。多重サウンディングチャネルはＵＬ－ＳＲＳを送信するための異なる周期性及び異な
る構成を含む。多重サウンディング割り当ては移動速度、ＣＱＩレポート及びＭＳからの
ＲＡＣＨ受信を含む１つ以上のパラメータに基づいてＢＳによって構成される。第１サウ
ンディングチャネルは異なる送信－受信ペアをスキャンするために使用され、第２サウン
ディングチャネルは第１サウンディングチャネルから異なる送信－受信ペアのサブセット
をスキャンするために使用され、第３サウンディングチャネルは第１サウンディングチャ
ネル及び第２サウンディングチャネルから異なる送信－受信ペアのサブセットをスキャン
するために使用される。
【００１４】
　移動局ＭＳと通信するための基地局ＢＳが提供される。ＢＳはアップリンクスロット内
の少なくとも１つのＯＦＤＭシンボルからなるアップリンクサウンディングチャネルを構
成するための１つ以上のプロセッサを含む。ＢＳはシステム構成ブロードキャストメッセ
ージを介してアップリンクサウンディングチャネルの異なる構成の使用及び位置をＭＳに
シグナリングするように構成された送信処理回路を含む。アップリンクサウンディングチ
ャネルはＯＦＤＭシンボルを含み、このようなシンボルで副搬送波間隔及びサンプリング
周波数の中の１つ以上はデータ伝送のために使用されたＯＦＤＭシンボルのそれと異なる
。各ＯＦＤＭシンボルは少なくとも１つの送信ビームに対応するサウンディング基準シン
ボルを含み、少なくとも１つの受信ビームによって受信されて少なくとも１つの送信－受
信ビームペアを形成する。異なるＯＦＤＭシンボルでＵＬ－ＳＲＳのための少なくとも１
つの送信－受信ビームペアは互いに異なる。サウンディングチャネル構成は予め定義され
たインタフェースでＢＳ間協力によって隣接するＢＳから受信された情報に基づく。
【００１５】
　基地局ＢＳが移動局ＭＳと通信するための方法であって、前記方法は、サウンディング
チャネル内でＵＬ－ＳＲＳを受信するステップをさらに含み、前記ＵＬ－ＳＲＳは前記Ｍ
Ｓによって受信された送信された構成メッセージによって前記ＭＳから送信され、前記Ｕ
Ｌ－ＳＲＳを送信した装置で多重デジタルチェーンは前記ＵＬ－ＳＲＳが送信されるビー
ムの構成された数を独立して選択し、前記選択されたビームの構成された数に対応するＵ
Ｌ－ＳＲＳは、複数のビーム及び複数の繰り返しのための前記ＵＬ－ＳＲＳが全てのデジ
タルチェーンのために送信されるまで、同じサウンディング機会で互いに異なるリソース
を用いて多重デジタルチェーンから送信及び繰り返され、前記ＵＬ－ＳＲＳは、前記個数
のビーム及び前記個数の繰り返し両方が全てのデジタルチェーンのために送信されるまで
連続するサウンディング機会で前記複数のデジタルチェーンから送信される。
【００１６】
　基地局ＢＳが移動局ＭＳと通信するための方法であって、前記方法は、最大の周期性に
対応するサウンディングチャネルが２番目に大きな周期性を有するサウンディングチャネ
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ルより優先し、非周期的サウンディングチャネルは予め構成されたアップリンクサウンデ
ィングチャネルに対して付加的に０の周期性を有するように構成され、前記非周期的サウ
ンディングチャネルは前記ＭＳのために前記予め構成されたサウンディングチャネルに対
する互いに異なる構成パラメータを含み、そして、前記非周期的サウンディングチャネル
は新しいサウンディングチャネル割り当てを指示するために別途のフィールドを使用する
。
【００１７】
　移動局ＭＳが基地局ＢＳと通信するための方法であって、前記方法は、前記ＭＳの多重
デジタルチェーンはそれぞれ前記ＵＬ－ＳＲＳが送信されるビームの構成された数を独立
して選択し、前記構成された数のビームに対応する前記ＵＬ－ＳＲＳは、複数のビーム及
びそれぞれのビームのための前記構成された数の繰り返しのための前記ＵＬ－ＳＲＳが全
てのデジタルチェーンのために送信されるまで同じサウンディング機会で互いに異なるリ
ソースを用いて複数のデジタルチェーンから送信及び繰り返され、前記互いに異なるリソ
ースは互いに異なる副搬送波を含み、前記ＵＬ－ＳＲＳは前記個数のビーム及び前記個数
の繰り返しが全てのデジタルチェーンのために送信されるまで連続するサウンディング機
会で前記多重デジタルチェーンによって送信される。
【００１８】
　移動局ＭＳが基地局ＢＳと通信するための方法であって、前記方法は、互いに異なるア
ップリンクサウンディングチャネルの周期性が互いに異なるように構成され、そして、前
記第１サウンディングチャネルは前記第２サウンディングチャネルに比べてより大きな周
期性を有するように構成され、前記第２サウンディングチャネルは前記第３サウンディン
グチャネルに比べてより大きな周期性を有するように構成される。
【００１９】
　移動局ＭＳが基地局ＢＳと通信するための方法であって、前記方法は、最大の周期性に
対応するサウンディングチャネルが２番目に大きな周期性を有するサウンディングチャネ
ルより優先し、非周期的サウンディングチャネルは予め構成されたアップリンクサウンデ
ィングチャネルに対して付加的に０の周期性を有するように構成され、前記非周期的サウ
ンディングチャネルは前記ＭＳのために前記予め構成されたアップリンクサウンディング
チャネルに対する互いに異なる構成パラメータを含み、そして、前記非周期的サウンディ
ングチャネルは新しいサウンディングチャネル割り当てを指示するために別途のフィール
ドを使用する。
【００２０】
　基地局ＢＳと通信するための移動局ＭＳであって、前記移動局は、アップリンク構成メ
ッセージに基づくサウンディングチャネルで前記ＵＬ－ＳＲＳを送信するように構成され
た送信処理回路をさらに含み、前記ＭＳによって送信された第１選択されたビームに対応
する前記ＵＬ－ＳＲＳは構成された数の全ての繰り返しが完了するまで多重サウンディン
グ機会で繰り返され互いに異なる受信ビームを用いて受信され、以後の選択されたビーム
は全ての構成された繰り返しが送信されるまで複数のサウンディング機会で繰り返され、
前記ＵＬ－ＳＲＳ送信は、構成された数のビーム及び構成された数の繰り返しのための前
記ＳＲＳが送信されるまで連続するサウンディング機会で続けられ、前記構成された数の
ビームに対応する前記ＵＬ－ＳＲＳは、前記構成された数のビーム及び前記構成された数
の繰り返しのための全てのＵＬ－ＳＲＳが送信されるまで前記繰り返しの後伴われる連続
するサウンディング機会で送信され、そして、サウンディング機会は前記ＵＬ－ＳＲＳを
搬送するように構成されたＯＦＤＭシンボルである。
【００２１】
　基地局ＢＳと通信するための移動局ＭＳであって、前記移動局は、前記ＭＳの多重デジ
タルチェーンはそれぞれ前記ＵＬ－ＳＲＳが送信されるビームの構成された数を独立して
選択し、前記構成された数のビームに対応する前記ＵＬ－ＳＲＳは、複数のビーム及びそ
れぞれのビームのための前記構成された数の繰り返しのための前記ＵＬ－ＳＲＳが全ての
デジタルチェーンのために送信されるまで同じサウンディング機会で互いに異なるリソー
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スを用いて複数のデジタルチェーンから送信及び繰り返され、前記互いに異なるリソース
は互いに異なる副搬送波を含み、前記ＵＬ－ＳＲＳは前記個数のビーム及び前記個数の繰
り返しが全てのデジタルチェーンのために送信されるまで連続するサウンディング機会で
前記複数のデジタルチェーンによって送信される。
【００２２】
　基地局ＢＳと通信するための移動局ＭＳであって、前記移動局は、互いに異なるアップ
リンクサウンディングチャネルの周期性は互いに異なるように構成され、前記第１サウン
ディングチャネルは前記第２サウンディングチャネルに比べてより大きな周期性を有する
ように構成され、前記第２サウンディングチャネルは前記第３サウンディングチャネルに
比べてより大きな周期性を有するように構成され、最大の周期性に対応するサウンディン
グチャネルは２番目に大きな周期性を有するサウンディングチャネルより優先し、非周期
的サウンディングチャネルは予め構成されたアップリンクサウンディングチャネルに対し
て付加的に０の周期性を有するように構成され、前記非周期的サウンディングチャネルは
前記ＭＳのために前記予め構成されたアップリンクサウンディングチャネルに対する互い
に異なる構成パラメータを含み、そして、前記非周期的サウンディングチャネルは新しい
サウンディングチャネル割り当てを指示するために別途のフィールドを使用する。
【００２３】
　移動局ＭＳと通信するための基地局ＢＳであって、前記基地局は、アップリンク構成メ
ッセージを用いて前記ＭＳのためのアップリンクサウンディングチャネルを構成するため
の１つ以上のプロセッサを含み、前記アップリンク構成メッセージはアップリンクサウン
ディング基準シンボルＵＬ－ＳＲＳがアップリンクスロット及び特定のアップリンクサウ
ンディング構成の中の１つで送信されるかを明示し、前記ＵＬ－ＳＲＳが送信されるビー
ムの数は前記アップリンク構成メッセージに指示され、特定の送信ビームは前記アップリ
ンク構成メッセージでのパラメータに応じて異なるＯＦＤＭシンボルに対して繰り返され
、そして、前記ＵＬ－ＳＲＳが送信される周期性は前記アップリンク構成メッセージに指
示される。
【００２４】
　移動局ＭＳと通信するための基地局ＢＳであって、前記基地局は、前記ＭＳによって受
信された前記アップリンク構成メッセージに基づいて前記ＭＳからサウンディングチャネ
ルで前記ＵＬ－ＳＲＳを受信するように構成された受信処理回路をさらに含み、前記ＭＳ
によって送信された第１選択されたビームに対応する前記ＵＬ－ＳＲＳは、構成された数
の全ての繰り返しが完了するまで多数のサウンディング機会を通じて繰り返され互いに異
なる受信ビームを用いて受信され、以後の選択されたビームは全ての構成された繰り返し
が受信されるまで多数のサウンディング機会を通じて繰り返され、前記ＵＬ－ＳＲＳ受信
は構成された数のビーム及び構成された数の繰り返しのためのＳＲＳが受信されるまで連
続するサウンディング機会で続けられ、前記構成された数のビームに対応する前記ＵＬ－
ＳＲＳは前記構成された数のビーム及び前記構成された数の繰り返しのための全てのＵＬ
－ＳＲＳが受信されるまで前記繰り返しの後伴われる連続するサウンディング機会で受信
され、そして、サウンディング機会は前記ＵＬ－ＳＲＳを搬送するように構成されたＯＦ
ＤＭシンボルである。
【００２５】
　移動局ＭＳと通信するための基地局ＢＳであって、前記基地局は、前記ＵＬ－ＳＲＳを
送信した装置で多重デジタルチェーンはＵＬ－ＳＲＳが送信されるビームの構成された数
を独立して選択し、前記選択されたビームの構成された数に対応するＵＬ－ＳＲＳは複数
のビーム及び複数の繰り返しのための前記ＵＬ－ＳＲＳが全てのデジタルチェーンのため
に送信されるまで同じサウンディング機会で互いに異なるリソースを用いて前記多重デジ
タルチェーンから送信及び繰り返され、前記互いに異なるリソースは互いに異なる副搬送
波を含み、前記ＵＬ－ＳＲＳは前記個数のビーム及び前記個数の繰り返し両方が全てのデ
ジタルチェーンのために送信されるまで連続するサウンディング機会で前記多重デジタル
チェーンから送信される。
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【００２６】
　移動局ＭＳと通信するための基地局ＢＳであって、前記基地局は、前記ＭＳのための複
数のアップリンクサウンディングチャネルを構成するための１つ以上のプロセッサを含み
、前記多重サウンディングチャネルはアップリンクサウンディング基準シンボルＵＬ－Ｓ
ＲＳを送信するための異なる周期性及び異なる構成を含み、前記ＢＳは移動速度、ＣＱＩ
レポート及び前記ＭＳからのＲＡＣＨ受信を含む１つ以上のパラメータに基づく多重サウ
ンディング割り当てを構成し、そして、第１サウンディングチャネルは異なる送信－受信
ビームペアをスキャンするために使用され、第２サウンディングチャネルは前記第１サウ
ンディングチャネルから異なる送信－受信ビームペアのサブセットをスキャンするために
使用され、第３サウンディングチャネルは前記第１サウンディングチャネル及び第２サウ
ンディングチャネルから異なる送信－受信ビームペアのサブセットをスキャンするために
使用される。
【００２７】
　移動局ＭＳと通信するための基地局ＢＳであって、前記基地局の互いに異なるアップリ
ンクサウンディングチャネルの周期性が互いに異なるように構成され、そして、前記第１
サウンディングチャネルは前記第２サウンディングチャネルに比べてより大きな周期性を
有するように構成され、前記第２サウンディングチャネルは前記第３サウンディングチャ
ネルに比べてより大きな周期性を有するように構成される。
【００２８】
　移動局ＭＳと通信するための基地局ＢＳであって、前記基地局は、最大の周期性に対応
するサウンディングチャネルが２番目に大きな周期性を有するサウンディングチャネルよ
り優先し、非周期的サウンディングチャネルは予め構成されたアップリンクサウンディン
グチャネルに対して付加的に０の周期性を有するように構成され、前記非周期的サウンデ
ィングチャネルは前記ＭＳのために前記予め構成されたサウンディングチャネルに対する
互いに異なる構成パラメータを含み、そして、前記非周期的サウンディングチャネルは新
しいサウンディングチャネル割り当てを指示するために別途のフィールドを使用する。
【００２９】
　以下、詳細な説明に入る前に、本特許文献全体にわたって用いられる単語及び句につい
て定義することが有利であろう。用語「含む」、「具備する」及びそれらの派生語らは制
限なく含むことを意味する。用語「又は」は包括的な（ｉｎｃｌｕｓｉｖｅ）意味であっ
て、「及び／又は」を意味する。「～と関連付けられた」及び「～その中で関連付けられ
た」、並びにそれらの派生語は「含む」、「～の内で含まれる」、「互いに接続する」、
「含有する」、「～の内で含有する」、「～に、あるいは～と接続された」、「～に、あ
るいは～と結合された」、「～と通信可能である」、「～と協力する」、「挟む」、「並
置する」、「隣接する」、「～ に、あるいは～と縛られる」、「持つ」、「～の特性を
持つ」などを意味する場合がある。そして、用語「コントローラ」は少なくとも１つの動
作を制御する任意の機器、システムまたはその一部を意味し、そのような機器は、ハード
ウェア、ファームウェアもしくはソフトウェア、またはそれらの少なくとも２つの組み合
わせに具現されることができる。任意の特定のコントローラに関連づけられた機能は、局
所的か、又は遠隔かによって集中化または分散化されることもできる。特定の単語及び句
に対する定義は本特許文書全般にわたって提供され、当該分野の通常の知識を有する者で
あれば、ほとんどの場合ではないが、多くの場合、そのような定義がそのように定義され
た単語及び句に対する従来の使用だけでなく、将来にも適用されるということを理解すべ
きである。
【００３０】
　本発明及びその利点をより完全に理解するために、添付された図面と共に以下の説明が
参照される。図面における類似の参照番号は類似の部品を示す。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施形態による無線ネットワークを示す図である。
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【図２Ａ】本発明の実施形態による無線送信経路のハイレベルダイアグラムを示す図であ
る。
【図２Ｂ】本発明の実施形態による無線受信経路のハイレベルダイアグラムを示す図であ
る。
【図３】本発明の実施形態による加入者局を示す図である。
【図４】本発明の実施形態による通信システムにおけるチャネルサウンディングのための
フローチャートを示す図である。
【図５】本発明の実施形態によるミリ波送信機システムのブロックダイアグラムを示す図
である。
【図６】本発明の実施形態による移動局から基地局へのアップリンクサウンディング基準
サンプルの送信及び受信を示す図である。
【図７】本発明の実施形態によるアップリンクサウンディング基準シンボルを含むアップ
リンクサウンディングスロットを示す図である。
【図８】本発明の実施形態による第１戦略（ｉ）を使用して基準シンボルの繰り返しを含
むアップリンクサウンディングスロットを示す図である。
【図９Ａ】本発明の実施形態による送信及び受信ビームフォーミングを示す図である。
【図９Ｂ】本発明の実施形態による送信及び受信ビームフォーミングを示す図である。
【図１０】本発明の実施形態によるデータスロットのシンボルに比べてより短いＯＦＤシ
ンボルを含むアップリンクサウンディングスロットを示す図である。
【図１１】本発明の実施形態によるデータスロットと異なる区間（ｄｕｒａｔｉｏｎ）を
有するシンボルを含むサウンディングスロットを生成するための装置のダイアグラムを示
す図である。
【図１２Ａ】本発明の実施形態によるサブフレームでＵＬ－ＳＲＳを多重化するための異
なる構成を示す図である。
【図１２Ｂ】本発明の実施形態によるサブフレームでＵＬ－ＳＲＳを多重化するための異
なる構成を示す図である。
【図１３Ａ】本発明の実施形態による多重サブフレームにおける多重ＭＳビームのための
ＵＬ－ＳＲＳ送信を示す図である。
【図１３Ｂ】本発明の実施形態による多重サブフレームにおける多重ＭＳビームのための
ＵＬ－ＳＲＳ送信を示す図である。
【図１４】本発明の実施形態によって送信機会がビットマップによって識別される状況に
おけるＵＬサウンディングチャネルのための構成を示す図である。
【図１５】本発明の実施形態による多重サウンディングチャネルの利用を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、論議される図１乃至図１５及び本特許文献で本発明の原則を説明するために使用
される様々な実施形態は説明の目的のみであって、いかなる方式でも本発明の範囲を限定
すると解釈されることはできない。当該技術分野における通常の知識を有する者は本発明
の原則が適合した配列を有する任意のセルラーシステムで具現されることができることを
理解できる。
【００３３】
　図１は、本発明の一実施形態による無線ネットワーク１００を示す図である。図１に示
す無線ネットワーク１００の実施形態は説明の目的のみを有する。無線ネットワーク１０
０の他の実施形態は本発明の範囲から逸脱することなく使用され得る。
【００３４】
　無線ネットワーク１００は、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）１０１、ｅＮＢ１０２、ｅＮＢ１
０３を含む。ｅＮＢ１０１は、ｅＮＢ１０２及びｅＮＢ１０３と通信する。ｅＮＢ１０１
は、インターネット、私有ＩＰネットワーク又は他のデータネットワークのようなインタ
ーネットプロトコル（ＩＰ）ネットワークとも通信する。
【００３５】
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　ネットワーク類型によって、「ｅＮｏｄｅＢ」の代わりに「基地局」又は「アクセスポ
イント」のように他の周知の用語が用いられ得る。便宜のために、本願における「ｅＮｏ
ｄｅＢ」という用語は、遠隔端末に無線アクセスを提供するネットワークインフラ構造構
成要素を示すために用いられる。付加的には、本願における移動局ＭＳという用語は、無
線通信ネットワークを介したアクセスサービスであって消費者によって使用され得る遠隔
端末を示すものとして使用される。遠隔端末の他の周知の用語は「ユーザ装備」及び「加
入者局」を含む。
【００３６】
　ｅＮＢ１０２は、ｅＮＢ１０２のカバレッジ領域１２０内で第１複数のユーザ装備ら（
ＭＳｓ）へのネットワーク１３０への無線広域アクセスを提供する。第１複数のＭＳは小
規模ビジネスに位置し得るＭＳ１１１；エンタープライズに位置し得るＭＳ１１２；Ｗｉ
Ｆｉホットスポットに位置し得るＭＳ１１３；第１居住地に位置し得るＭＳ１１４；第２
居住地に位置し得るＭＳ１１５；及びセルフォン、無線ラップトップ、無線ＰＤＡなどの
ようなモバイル機器であるＭＳ１１６を含む。ＭＳ１１１－１１６は、携帯電話、モバイ
ルＰＤＡ及び任意の移動局ＭＳのような任意の無線通信機器であるが、これに限定されな
い。
【００３７】
　便宜のために、本願における「移動局」又は「ＭＳ」という用語は、ＭＳがモバイル機
器（例えばセルフォン）であるか、又は一般に据置型機器（例えば、デスクトップパーソ
ナルコンピュータ、自動販売機など）と見なされるかによって、ｅＮＢに無線アクセスす
る任意の遠隔無線装備を指定するために使用される。他のシステムで、「ユーザ装備」の
代わりに「移動局」（ＭＳ）、「加入者局」（ＳＳ）、「遠隔端末」（ＲＴ）、「無線端
末」（ＷＴ）などのように他の周知の用語が用いられ得る。
【００３８】
　ｅＮＢ１０３は、ｅＮＢ１０３のカバレッジ領域１２５内で第２複数のＭＳに対した無
線広域アクセスを提供する。第２複数のＭＳは、ＭＳ１１５及びＭＳ１１６を含む。一部
の実施形態で、１つ以上のｅＮＢ１０１－１０３は互いに通信でき、本発明の実施形態に
説明されたビーム形成された大規模多重入出力システムのための技術によってＭＳ１１１
－１１６とも通信できる。
【００３９】
　点線はカバレッジ領域１２０，１２５の概略的な範囲を示し、前記カバレッジ領域は説
明かつ図解を目的として概略的な円形で図示されている。例えば、カバレッジ領域１２０
，１２５のように基地局と関連づけられたカバレッジ領域は天然及び人工妨害物に関連す
る無線環境で基地局の構成及び変形例によって不規則的な形状を含み他の形状を含むこと
ができることを十分に熟知すべきである。
【００４０】
　図１は、無線ネットワーク１００の一例を示すが、図１に対して様々な変形が作られる
ことができる。例えば、有線ネットワークのような他の類型のデータネットワークが無線
ネットワーク１００を置き換えることができる。有線ネットワークで、ネットワーク端末
はｅＮＢ１０１－１０３及びＭＳ１１１－１１６を代替することができる。有線接続は図
１に示す無線連結を代替することができる。
【００４１】
　図２Ａは、無線送信経路のハイレベルダイアグラムである。図２Ｂは、無線受信経路の
ハイレベルダイアグラムである。図２Ａ、図２Ｂで、送信経路２００は、例えば、ｅＮＢ
１０２で具現されることができ、受信経路２５０は、例えば、図１のＭＳ１１６のような
ＭＳで具現され得る。しかし、受信経路２５０がｅＮＢ（例えば、図１のｅＮＢ１０２）
で具現されることができ、送信経路２００がＭＳで具現されることができることは勿論で
ある。特定の実施形態で、送信経路２００及び受信経路２５０は本発明の実施形態で説明
されるビームフォーミングされた大規模多重入出力システムでチャネルサウンディングの
ための方法を行うように構成される。



(16) JP 6516366 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

【００４２】
　送信経路２００は、チャネルコーディング及び変調ブロック２０５、直列－並列（Ｓ－
ｔｏ－Ｐ）ブロック２１０、サイズＮ逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）ブロック２１５、
並列－直列（Ｐ－ｔｏ－Ｓ）ブロック２２０、サイクリックプレフィックス添加ブロック
２２５、及びアップコンバータ（ＵＣ）２３０を含む。受信経路２５０は、ダウンコンバ
ータ（ＤＣ）２５５、サイクリックプレフィックス除去ブロック２６０、直列－並列（Ｓ
－ｔｏ－Ｐ）ブロック２６５、サイズＮ高速フーリエ変換（ＦＦＴ）ブロック２７０、並
列－直列（Ｐ－ｔｏ－Ｓ）ブロック２７５及びチャネルデコーディング及び復調ブロック
２８０を含む。
【００４３】
　図２Ａ、図２Ｂで、少なくとも一部の構成要素はソフトウェアで具現されることができ
るが、一方で、他の構成要素は構成可能なハードウェア（例えば、プロセッサ）又はソフ
トウェアと構成可能なハードウェアの組み合わせによって具現され得る。特に、本発明文
献に説明されたＦＦＴブロック及びＩＦＦＴブロックは構成可能なソフトウェアアルゴリ
ズムとして具現されることができ、この時、サイズＮの値は具現例によって変更されるこ
とができることを明らかにしておく。
【００４４】
　さらに、本発明は、高速フーリエ変換及び逆高速フーリエ変換を具現する実施例に合わ
せているが、これは説明の目的のみを有し本発明の範囲を限定すると解釈されることはで
きない。本発明の代案的な実施形態で、高速フーリエ変換関数及び逆高速フーリエ変換関
数はそれぞれ離散フーリエ変換（ＤＦＴ）関数及び逆離散フーリエ変換（ＩＤＦＴ）関数
で容易に代替できることがわかる。ＤＦＴ及びＩＤＦＴ関数のためにＮ変数の値は任意の
整数（すなわち、１、２、３、４等）であり得るが、一方で、ＦＦＴ及びＩＦＦＴ関数の
ためにＮ変数の値は２の累乗である任意の整数（すなわち１、２、４、８、１６等）であ
り得る。
【００４５】
　送信経路２００で、チャネルコーディング及び変調ブロック２０５は、情報ビットの集
合を受信し、前記入力ビットにコーディング（例えば、ＬＤＰＣコーディング）を適用し
変調して（例えば、４位相偏移変調方式（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆ
ｔ　Ｋｅｙｉｎｇ（ＱＰＳＫ）又は直角位相振幅変調（ＱＡＭ））、周波数－ドメイン変
調シンボルからシーケンスを生成する。直列－並列ブロック２１０は、直列変調されたシ
ンボルを並列データに変換して（すなわち、逆多重化して）Ｎ並列シンボルストリームを
生成し、この時、ＮはｅＮＢ１０２及びＭＳ１１６内で使用されたＩＦＦＴ／ＦＦＴの大
きさである。以降、サイズＮ　ＩＦＦＴブロック２１５は、Ｎ並列シンボルストリームに
ＩＦＦＴ動作を行って時間－ドメイン出力信号を生成する。並列－直列ブロック２２０は
、サイズＮ　ＩＦＦＴブロック２１５からの並列時間－ドメイン出力シンボルを変換して
（すなわち、多重化して）直列時間－ドメイン信号を生成する。以降、サイクリックプレ
フィックス添加ブロック２２５は、サイクリックプレフィックスを時間－ドメイン信号に
挿入する。最後には、アップコンバータ２３０は、サイクリックプレフィックス添加ブロ
ック２２５の出力を無線チャネルを介した送信用ＲＦ周波数に変調する（すなわち、アッ
プコンバートする）。また、前記信号はＲＦ周波数への変換前に基底帯域でフィルタリン
グされることができる。
【００４６】
　送信されたＲＦ信号は無線チャネルを通過した後、ＭＳ１１６に到着し、ｅＮＢ１０２
での動作に対して逆の動作が行われる。ダウンコンバータ２５５は受信された信号を基底
帯域周波数にダウンコンバートし、サイクリックプレフィックス除去ブロック２６０は、
サイクリックプレフィックスを除去して直列時間－ドメイン基底帯域信号を生成する。直
列－並列ブロック２６５は、時間－ドメイン基底帯域信号を並列時間ドメイン信号に変換
する。その後、サイズＮ　ＦＦＴブロック２７０は、ＦＦＴアルゴリズムを行ってＮ並列
周波数－ドメイン信号を生成する。並列－直列ブロック２７５は、並列周波数－ドメイン
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信号を、変調されたデータシンボルのシーケンスに変換する。チャネルデコーディング及
び復調ブロック２８０は、前記変調されたシンボルを復調してデコードすることによって
元の入力データストリームを復旧する。
【００４７】
　それぞれのｅＮＢ１０１－１０３は、ダウンリンクでＭＳ１１１－１１６に送信するこ
とと類似の送信経路を具現でき、アップリンクでＭＳ１１１－１１６から受信することと
類似の受信経路を具現できる。同様に、ＭＳ１１１－１１６の中のそれぞれの１つはアッ
プリンクでｅＮＢ１０１－１０３への送信のためのアーキテクチャに対応する送信経路を
具現でき、そして、ダウンリンクでｅＮＢ１０１－１０３からの受信のためのアーキテク
チャに対応する受信経路を具現できる。
【００４８】
　図３は、本発明の実施形態による加入者局を示す図である。ＭＳ１１６のように図３に
示す加入者局の実施形態は説明の目的のみを有する。無線加入者局の他の実施形態は本発
明の範囲から逸脱することかく使用されることができる。
【００４９】
　ＭＳ１１６は、１つ以上のアンテナ３０５、無線周波数（ＲＦ）送受信機３１０、送信
（ＴＸ）処理回路３１５、マイクロホン３２０、及び受信（ＲＸ）処理回路３２５を含む
。また、ＭＳ１１６は、スピーカ３３０、メインプロセッサ３４０、入／出力（Ｉ／Ｏ）
インタフェース（ＩＦ）３４５、キーパッド３５０、ディスプレイ３５５、及びメモリ３
６０を含む。メモリ３６０は、基本オペレーティングシステム（ＯＳ）プログラム３６１
及び複数のアプリケーション３６２をさらに含む。
【００５０】
　無線周波数（ＲＦ）送受信機３１０は、１つ以上のアンテナ３０５から、無線ネットワ
ーク１００の基地局によって送信された着信ＲＦ信号を受信する。無線周波数（ＲＦ）送
受信機３１０は、着信ＲＦ信号をダウンコンバートして中間周波数（ＩＦ）信号又は基底
帯域信号を生成する。ＩＦ信号又は基底帯域信号は受信（ＲＸ）処理回路３２５に送られ
、前記受信機処理回路は、基底帯域信号又はＩＦ信号をフィルタリング、デコード、及び
／又はデジタル化することによって処理された基底帯域信号を生成する。受信（ＲＸ）処
理回路３２５は、前記処理された基底帯域信号をスピーカ３３０に（すなわち、音声デー
タ）又は以後の処理（例えば、ウェブブラウジング）のためのメインプロセッサ３４０に
送信する。
【００５１】
　送信（ＴＸ）処理回路３１５は、マイクロホン３２０からのアナログ又はデジタル音声
データ又はメインプロセッサ３４０からの他の発信基底帯域データ（例えば、ウェブデー
タ、電子メール、双方向ビデオゲームデータ）を受信する。送信（ＴＸ）処理回路３１５
は、発信基底帯域データをエンコード、多重化及び／又はデジタル化して処理された基底
帯域信号又はＩＦ信号を生成する。無線周波数（ＲＦ）送受信機３１０は、前記処理され
た発信基底帯域信号又はＩＦ信号を送信（ＴＸ）処理回路３１５から受信する。無線周波
数（ＲＦ）送受信機３１０は、基底帯域信号又はＩＦ信号を無線周波数（ＲＦ）信号にア
ップコンバートし、前記無線周波数信号は１つ以上のアンテナ３０５を介して送信される
。
【００５２】
　特定の実施形態で、メインプロセッサ３４０は、マイクロプロセッサ又はマイクロコン
トローラである。メモリ３６０は、メインプロセッサ３４０に結合されている。本発明の
一部の実施形態によれば、メモリ３６０の一部はランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）を含
み、メモリ３６の他の一部は読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）として機能するフラッシュメ
モリを含む。
【００５３】
　メインプロセッサ３４０は、無線移動局１１６の全般的動作を制御するためにメモリ３
６０に格納された基本オペレーティングシステム（ＯＳ）プログラム３６１を実行する。
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そのような一動作で、メインプロセッサ３４０は、周知の原則に従って無線周波数（ＲＦ
）送受信機３１０、受信（ＲＸ）処理回路３２５及び送信（ＴＸ）処理回路３１５による
順方向チャネル信号の受信及び逆方向チャネル信号の送信を制御する。
【００５４】
　メインプロセッサ３４０は、本発明の実施形態に説明されたビームフォーミングされた
大規模多重入出力システムで、チャネルサウンディングのための動作のようにメモリ３６
０に位置する他のプロセス及びプログラムを実行できる。メインプロセッサ３４０は、実
行プロセスによって要求されるようにデータをメモリ３６０に入力したりメモリ３６０か
ら出力できる。一部の実施形態で、メインプロセッサ３４０は、ビームフォーミングされ
た大規模多重入出力システムでチャネルサウンディングを含みＣｏＭＰ通信及びＭＵ－Ｍ
ＩＭＯ通信のためのアプリケーションのような複数のアプリケーション３６２を実行する
ように構成される。メインプロセッサ３４０は、ＯＳプログラム３６１に基づくか、又は
ＢＳ１０２から受信された信号に対応して複数のアプリケーション３６２を動作させるこ
とができる。また、メインプロセッサ３４０は、Ｉ／Ｏインタフェース３４５に結合され
る。Ｉ／Ｏインタフェース３４５は、移動局１１６がラップトップコンピュータ及びハン
ドヘルドコンピュータのような他の機器に接続できるようにする。Ｉ／Ｏインタフェース
３４５は、このような周辺機器とメインコントローラ３４０間の通信経路である。
【００５５】
　また、メインプロセッサ３４０は、キーパッド３５０及びディスプレイユニット３５５
にも結合される。移動局１１６のオペレータはキーパッド３５０を用いて移動局１１６に
データを入力する。ディスプレイ３５５は、ウェブサイトからテキスト及び／又は少なく
とも制限されたグラフィックをレンダリングできる液晶ディスプレイであり得る。代案的
な実施形態は他の類型のディスプレイを使用することができる。
【００５６】
　図４は、本発明の実施形態による通信システムにおけるチャネルサウンディングのため
のフローチャートを示す図である。フローチャートは一連の順次的段階を示すものであっ
て、明白な言及がない限り、特定の遂行手順、段階又は段階の一部を同時に又はオーバー
ラップする方式で行う代わりに、順に遂行したり、又は中間に介入する段階又は中間段階
が発生することなく排他的に説明された段階を行うことに関連する前記シーケンスからは
いかなる推論も導き出すことはできない。例示的に説明されたプロセスは、例えば、基地
局内で送信機チェーンによって具現される。
【００５７】
　アップリンクチャネルサウンディングは移動局から基地局への送信のチャネル品質を感
知するために使用される。基地局と移動局両方に知られた基準シンボルは、構成された時
間－周波数リソースに位置し、体系的なチャネルサウンディングを可能にする既知の間隔
で送信される。
【００５８】
　ステップ４０２にて、基地局ＢＳ１０２のような基地局ＢＳはアップリンクサウンディ
ングチャネル（サウンディングチャネルとも称する）を構成し、これは直交周波数分割多
重アクセス（ＯＦＤＭＡ）に基づくセルラーシステムの場合にＭＳ１１６のようなＭＳの
ための副搬送波及びＯＦＤＭシンボルからなるセットを含む。副搬送波及びＯＦＤＭシン
ボルを含む物理的リソースの構成を指示することに加え、ＢＳ１０２は、ＭＳ１１６がア
ップリンクサウンディングチャネルを介して送信できるように周期性、多重化類型及び他
のパラメータを知らせることができる。サウンディングチャネルの構成はサウンディング
チャネルによって使用された基準シンボル送信機会（すなわちサウンディングチャネルリ
ソースとも称する）、スロット、サブフレーム及びフレームの中の１つ以上に関してサウ
ンディングチャネルを構成する。アップリンクサウンディングチャネルの構成はダウンリ
ンクチャネル制御メッセージによって行われる。
【００５９】
　ステップ４０４にて、ＢＳ１０２は、アップリンクサウンディングチャネル構成を含む
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メッセージを送信する。アップリンクサウンディングチャネルの構成はＢＳ１０２による
ダウンリンクチャネル制御メッセージを介して移動局１１６に送信されることができる。
【００６０】
　ステップ４０６にて、ＭＳ１１６は、アップリンクサウンディングチャネル構成を含む
メッセージをＢＳ１０２から受信する。メッセージはＢＳ１０２によって送られ、ＭＳ１
１６によって受信されたダウンリンクチャネル制御メッセージであり得る。
【００６１】
　ステップ４０８にて、ＭＳ１１６は、ＢＳ１０２から受信されたメッセージからサウン
ディングチャネルリソースを識別する。サウンディングチャネルリソースはＭＳ１１６と
ＢＳ１０２間の通信のために使用されたフレームのサブフレームのスロットの送信機会又
はリソース要素とも称する。
【００６２】
　ステップ４１０にて、ＭＳ１１６は、基準シンボル送信機会でアップリンクサウンディ
ング基準シンボル（ＵＬ－ＳＲＳｓ）をＢＳ１０２に送るためにサウンディングチャネル
を使用する。サウンディングチャネルはＢＳ１０２との通信のために使用されたフレーム
のサブフレームのスロット内で基準シンボル送信機会を含む。また、サウンディングチャ
ネルは、基準シンボル送信機会、スロット、サブフレーム及びフレームの中の１つ以上に
関してサウンディングチャネルを構成する構成を含む。
【００６３】
　ステップ４１２にて、ＢＳ１０２は、ＵＬ－ＳＲＳを受信し、これを処理してアップリ
ンクでのチャネル品質を定量化する。アップリンクチャネル品質のこのような評価はアッ
プリンクデータ伝送をスケジューリングするために使用される。補正された（ｃａｌｉｂ
ｒａｔｅｄ）アンテナを含む時分割デュプレックスシステムで、アップリンクチャネル品
質はダウンリンクチャネル推定値と解釈されることができる。このようなダウンリンクチ
ャネル推定値は閉ループダウンリンク閉ループ多重入力多重出力（ＭＩＭＯ）伝送をスケ
ジューリングするために使用されることができる。また、サウンディングＲＳ送信は 時
間及び周波数同期化のために使用されることができる。
【００６４】
　図５は、本発明の実施形態によるミリ波送信機システム５０２のブロックダイアグラム
を示す図である。図５に示すミリ波送信機システム５０２の実施形態は説明の目的のみを
有する。他の実施形態は本発明の範囲から逸脱することかく使用されることができる。
【００６５】
　ミリ波セルラーシステムのために、送信機（ＭＳ１１６又はＢＳ１０２）の数多くのア
ンテナは１つ以上のアレイ５０４－５１０として配列され、ビームフォーミングユニット
５１２－５１８のような異なる位相シフタを介してアナログ処理チェーンに連結され、前
記アナログ処理チェーンはこのような経路内で電力増幅器及び他のＲＦ構成要素を含む。
アナログ処理チェーンの前にデジタル基底帯域チェーンが先行し、デジタル基底帯域チェ
ーンは、図２Ａの送信経路２００のようなＯＦＤＭＡ処理経路を含む。アナログ及びデジ
タル基底帯域チェーン５２０－５２６は、送信機でデジタル－アナログ変換器によって連
結される。また、受信機は、位相シフタを介してあの低雑音増幅器を有するアナログチェ
ーンに連結された１つ以上のアレイ５０４－５１０のようなアンテナアレイを含む。アナ
ログチェーンはアナログ－デジタル変換器を介してデジタル処理チェーンに連結される。
送信機及び受信機には１つ以上のデジタル基底帯域送信及び受信チェーンがあり得る。こ
のような各デジタル基底帯域チェーンは、多重基底帯域チェーンからの信号を組み合わせ
る構成要素を使用して同じアンテナアレイに連結されることができる、又は各基底帯域チ
ェーンは異なるアンテナアレイに連結されることができる。図５に示す例で、ミリ波送信
機５０２は、各アンテナアレイに連結された４つのデジタル基底帯域チェーン及びアナロ
グチェーンを含む。
【００６６】
　各アンテナアレイ５０４－５１０は、各複数の空間ビーム５２８－５３４を生成する。
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０４－５１０によって生成される。
【００６７】
　デジタル及びアナログチェーン５２０は、その信号をビームフォーミングユニット５１
２に送り、ビームフォーミングユニットは前記信号をアンテナアレイ５０４に送り、アン
テナアレイは複数のビーム５２８の中から一つのビームのビームを利用して前記信号を送
信する。デジタル及びアナログチェーン５２２は、その信号をビームフォーミングユニッ
ト５１４に送り、ビームフォーミングユニットは前記信号をアンテナアレイ５０６に送り
、アンテナアレイは複数のビーム５３０の中のビーム４に送信する。デジタル及びアナロ
グチェーン５２４は、その信号をビームフォーミングユニット５１６に送り、ビームフォ
ーミングユニットは前記信号をアンテナアレイ５０８に送り、アンテナアレイは複数のビ
ーム５３２の中のビーム７に送信する。デジタル及びアナログチェーン５２６は、その信
号をビームフォーミングユニット５１８に送り、ビームフォーミングユニットは前記信号
をアンテナアレイ５１０に送り、アンテナアレイは複数のビーム５３４の中のビーム4に
送信する。
【００６８】
　４Ｇシステムで、送信のために要求される基準シンボルの数は送信アンテナの数に正比
例する。４Ｇシステムに比べてアンテナの数が多いにもかかわらず、ミリ波システムはア
レイでアンテナの数に比例する基準シンボルの数を要求しない。その代わり、ビームフォ
ーミングがサポートできる異なる空間ビームの数には依存する。通常、ビームフォーミン
グはＮ個の空間ビームをサポートし、この時、Ｎは一般にアレイ内のアンテナの数に比べ
て遥かに小さい。しかし、アンテナからの信号を処理する一部のデジタル基底帯域チェー
ンはシステムに対して処理制限を置く。デジタル基底帯域チェーンの数
【数１】

は送信機又は受信機が活用できる並列処理の数を決定する。実際のシステムでは

【数２】

、すなわち、デジタル基底帯域チェーン
【数３】

の数はサポートできる空間ビームの数（Ｎ）に比べてより少ない。したがって、複数の空
間ビームは前記空間ビームを時間上多重化することによってサポートできる。
【００６９】
　図６は、本発明の実施形態によって移動局から基地局へのアップリンクサウンディング
基準サンプルの送信及び受信を示す図である。図６に示すアップリンクサウンディング基
準サンプルの送信及び受信に対する前記実施形態は説明の目的のみを有する。他の実施形
態は本発明の範囲から逸脱することかく使用されることができる。
【００７０】
　ＭＳ１１６及びＳＳ１１５は、予め選択されたビーム６０４でサウンディング基準シン
ボルを送信する。ＢＳ１０２は、このような信号を異なるビーム６０８を介して受信及び
処理し、ＭＳ１１６及びＳＳ１１５のアップリンクのチャネル品質を計算する。ＢＳ１０
２は、デジタル基底帯域チェーンの数
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【数４】

を含み、各デジタルチェーンで空間ビーム
【数５】

をサポートできる。ＭＳ１１６は、デジタルチェーン

【数６】

を含み、空間ビーム
【数７】

にサウンディング基準シンボルを送信し、前記空間ビームはＭＳ１１６における空間ビー
ム

【数８】

のサブセットである。
【００７１】
　ＭＳ１１６は、送信ビームを含むサブセット

【数９】

にＵＬ－ＳＲＳを送信する。ＵＬ－ＳＲＳのために受信された電力がアップリンクデータ
のための電力と類似であることを保証するために、ＢＳ１０２は各時間に
【数１０】

ビームの中の１つを含む受信ビームフォーミングを用いてＵＬ－ＳＲＳを受信し、この時
、各ビームはＢＳ１０２でアナログ重み値ベクターによって具現される。アナログビーム
フォーミングは選択された重み値ベクター又はビームがＢＳ１０２及びＭＳ１１６両方で
全体のＯＦＤＭシンボル区間（ｄｕｒａｔｉｏｎ）にわたって適用されるように要求する
。したがって、全てのペアの送信及び受信アナログビームをスキャンするために要求され
るＯＦＤＭシンボルの数はＭＳ１１６でのサウンディングビームの数

【数１１】

とＢＳ１０２での受信ビームの数
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の積で提供される。ＵＬ－ＳＲＳは
【数１３】

ＯＦＤＭシンボルを介して送信されなければならず、前記シンボルは全ての送信及び受信
アナログビームペアをスキャンするために要求される。このような理由から、ＵＬ－ＳＲ
Ｓは４Ｇと類似の単一ＯＦＤＭシンボル（単発信号送信（ｓｉｎｇｌｅ　ｓｈｏｔ　ｔｒ
ａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ））に限られないが、ＢＳ１０２及びＭＳ１１６両方でアナログ重
み値ベクター及び異なるビームを用いてスキャンができるように多重ＯＦＤＭシンボルを
包括する必要はある。また、ＭＳ１１６で提供された送信ビームのためのＵＬ－ＳＲＳは
、ＢＳ１０２が全ての
【数１４】

ビームを用いてこれを受信できるように繰り返される必要がある。
【００７２】
　ＢＳ１０２は、ＭＳ１１６のためのＵＬ－ＳＲＳ構成で、ＭＳ１１６が基準シンボルを
送るために使用すべき送信ビームの数

【数１５】

、特定の送信ビームに対応するＵＬ－ＳＲＳが繰り返される回数
【数１６】

、ＳＲＳの帯域幅、このようなサウンディングプロセスが繰り返される周期性、ＳＲＳが
送信される時からサブフレーム単位別タイミングオフセットを指示できる。ダウンリンク
制御チャネルを介して送られる、サウンディングチャネルを構成するための１つ以上のフ
ィールド又は指示子（ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を含むＵＬ－ＳＲＳ構成メッセージは下記表
に提示されている。＊を含む構文フィールドはこれらが異なる送信－受信ビームペアのた
めのアナログビームフォーミング及びスキャンを収容するように特定化された項目である
ことを示す。「０ｂ」が前に付く数字は２進法で書かれた数字を示し、例えば、「０ｂ０
１０」は十進数の「２」と同じである。付加的には、表には大きさも表示されているが、
これは例示的な目的にすぎず、任意の大きさが使用されることができる。
【００７３】
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【表１】

【００７４】
　図７は、本発明の実施形態によるアップリンクサウンディング基準シンボルＵＬ－ＳＲ
Ｓ７０４を含むアップリンクサウンディングスロット７０２を示す図である。図７に示す
アップリンクサウンディングスロット７０２の実施形態は説明の目的のみを有する。他の
実施形態は本発明の範囲から逸脱することかく使用されることができる。
【００７５】
　特定の実施形態で、ＢＳ１０２は、アップリンク（ＵＬ）サウンディングスロット７０
２がアップリンクサブフレーム内にあるように構成する。ＵＬサウンディングスロット７
０２は、ＵＬ－ＳＲＳ７０４を含み８つのＯＦＤＭシンボルを含み、これらのすべてＵＬ
－ＳＲＳを搬送して、異なる送信－受信ビームペアを用いたスキャンを可能にする。スロ
ットとして構成されたサウンディングチャネルはＭＳ１１６がＵＬ－ＳＲＳ送信のために
選択された全てのビームを繰り返し送信できるようにすることができる。
【００７６】
　サウンディングスロット７０２内のＯＦＤＭシンボルの数及びＵＬサブフレーム内のそ
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グされる。ＢＳ１０２は、ＭＳ１１６（及び／又はＳＳ１１５）が、サウンディングスロ
ット構成フィールドが「１」に設定されたＭＳ特定ＵＬサウンディング構成メッセージを
送信することによってＵＬサウンディングスロット７０２に送信するようにスケジューリ
ングする。ＵＬサウンディング構成メッセージはサウンディングスロット構成、ＵＬ－Ｓ
ＲＳ送信のための送信ビームの数、及びＵＬ－ＳＲＳ構成メッセージにおける送信ビーム
当たりＵＬ－ＳＲＳの繰り返し回数も識別する。ＵＬサウンディング構成メッセージから
ＭＳ１１６はＵＬ－ＳＲＳのための構成及び送信戦略を識別できる。
【００７７】
　動作の一モードで、ＵＬサウンディングスロット７０２はＭＳ１１６が送信すべきＵＬ
－ＳＲＳの数、すなわち
【数１７】

がＵＬサウンディングスロット７０２内のＯＦＤＭシンボルの数の同じであるように構成
されることができる。このような理由から、ＢＳ１０２は、ＵＬサウンディングスロット
７０２の区間を固定するためにパラメータ
【数１８】

を選択できる。ＵＬサウンディングスロット７０２の区間は、（１）アップリンクデータ
スロットと同じ区間になるように構成されることができるか、（２）アップリンクデータ
スロットの整数倍数であるか、又は（３）アップリンクデータスロットの任意の分数にな
るように構成されることができる。ＵＬサウンディングスロット７０２は、一例として８
つのＯＦＤＭシンボルを含むが、それよりもさらに多いか、さらに少ない数のシンボルを
含むことができる。
【００７８】
　動作の他のモードで、パラメータ
【数１９】

は構成メッセージに指示され、サブフレーム内のＵＬサウンディングスロット７０２の構
成は別途指示される。ＭＳ１１６が送信すべきＵＬ－ＳＲＳの数、すなわち

【数２０】

が１つのＵＬサウンディングスロット内のシンボルの数を超えると、ＭＳ１１６は、全て
のＵＬ－ＳＲＳが送信されるまで、同じ又は異なるサブフレーム内で発生し得る連続的な
サウンディングスロットを使用することができる。
【００７９】
　ＭＳ１１６のためのＵＬ－ＳＲＳチャネルを構成する際、ＢＳ１０２は、ＭＳ１１６に
受信ビームフォーミング戦略を指示しないように選択できる。一例として、ＢＳ１０２は
、ＢＳ１０２でデジタル基底帯域チェーンの数



(25) JP 6516366 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

【数２１】

及びデジタル基底帯域チェーンのそれぞれのためのアナログビームの数を指示しないこと
を選択できる。これはＢＳ１０２が、ＭＳ１１６に透明（ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ）であ
るとともにオーバーヘッドシグナリングを防止する方式であって、前記ＢＳのビームフォ
ーミング戦略をダイナミックに構成できるようにする。
【００８０】
　ＵＬサウンディングスロット７０２がサブフレーム内で構成され、ＵＬ－ＳＲＳ構成メ
ッセージのサウンディングスロット構成値が「１」に設定されると、ＭＳ１１６はＵＬサ
ウンディングスロット７０２のシンボルでＵＬ－ＳＲＳを送信する。ＵＬ－ＳＲＳ送信の
ために使用される送信ビームの数
【数２２】

、多重化類型及び送信ビームごとのＵＬ－ＳＲＳの繰り返し回数
【数２３】

は、いずれもＵＬ－ＳＲＳがシンボルにどのように位置するかを決定する。一例として、
ＵＬ－ＳＲＳ送信のための送信ビームの数
【数２４】

で、多重化類型は十進化を示す「０」に設定され、十進オフセットは０と同じであって、
送信ビーム当たりＵＬ－ＳＲＳの繰り返し回数
【数２５】

である。このようなサウンディング構成のために、ＭＳ１１６は、ＵＬ－ＳＲＳを送信す
るために２つのビームを選択し、図８とともに論議されたように要求される繰り返し回数
を行うために少なくとも２つの戦略を使用することができる。
【００８１】
　図８は、本発明の実施形態による第１戦略を用いて基準シンボルの繰り返しを含むアッ
プリンク（ＵＬ）サウンディングスロット８０２を示す図である。図８に示すＵＬサウン
ディングスロット８０２の実施形態は説明の目的のみを有する。他の実施形態は本発明の
範囲から逸脱することかく使用されることができる。
【００８２】
　特定の実施形態で、ＭＳ１１６は、ＵＬサウンディングスロット８０２の第１ＯＦＤＭ
シンボル８０６内で第１選択されたビーム８０４のためのＵＬ－ＳＲＳを配置し、前記第
１選択されたビームのためのＵＬ－ＳＲＳをＵＬサウンディングスロット８０２の次の３
個のシンボル８０８－８１２内で繰り返す（総繰り返し回数＝４）。
【００８３】
　ＭＳ１１６は、ＵＬサウンディングスロットの第５ＯＦＤＭシンボル８１６に、第２選
択されたビーム８１４のためのＵＬ－ＳＲＳを配置し、サウンディングスロット８０２の
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第６、第７、第８ＯＦＤＭシンボル８１８－８２２でこれを繰り返す。
【００８４】
　任意の繰り返しスキームが使用されることができる。同じ構成のための別の例として、
【数２６】

の繰り返しを含む８つのシンボルで構成されたアップリンクサウンディングスロットに対
して
【数２７】

ビームは代案的なモードを用いてマッピングされることができる。ＭＳ１１６は、第１Ｏ
ＦＤＭシンボルで第１選択されたビームへ送信し、第２ＯＦＤＭシンボルで第２選択され
たビームに送信し、以降、このような送信パターンを繰り返すが、それぞれのビームのた
めの

【数２８】

の繰り返しが送信されるまでそのように行うことができる。このような理由から、選択さ
れたビームは連続するシンボルに対して交互であることができる。
【００８５】
　図９は、本発明の実施形態による送信及び受信ビームフォーミングを示す図である。Ｍ
Ｓ１１６から提供された送信ビームに対応するＳＲＳの繰り返しはＢＳ１０２が
【数２９】

ビーム又はアナログ重み値ベクターを用いて多重受信方向にわたってスキャンできるよう
にする。ＭＳ１１６の特定の送信ビームからＵＬ－ＳＲＳのそれぞれの送信のために、Ｂ
Ｓ１０２は、特定の方向から受信するために全ての４つのデジタル基底帯域チェーンで
【数３０】

アナログ重み値ベクターの中の１つを使用する。受信方向は図９に示すように１つのシン
ボルから次のシンボルへ行きながら変更される。全ての
【数３１】

ビームがスキャンされると、ＭＳ１１６で送信ビームフォーミングは次の選択されたビー
ムに移動し、ＢＳ１０２で受信ビームフォーミング過程が再度繰り返される。
【００８６】
　図９は、アップリンクサウンディングスロット９０２のそれぞれのシンボル９０４－９
１８のためのビームダイアグラム９２０－９３４を示す図である。ビームダイアグラム９
２０で、ＢＳ１０２の第１デジタル基底帯域チェーンの第１選択されたビーム９３６は、
ＢＳ１０２の第２デジタル基底帯域チェーンの第２選択されたビーム９３８、ＢＳ１０２
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の第３デジタル基底帯域チェーンの第３選択されたビーム９４０及びＢＳ１０２の第４デ
ジタル基底帯域チェーンの第４選択されたビーム９４２と同じである。ＢＳ１０２の各デ
ジタルチェーンは、ＭＳ１１６の第１選択されたビーム９４４を介して送られたＢＳ１０
２の同じ選択されたビームを用いてＵＬ－ＳＲＳを受信する。
【００８７】
　連続的なビームダイアグラム９２０－９２６で、ＢＳ１０２の異なるビームは、ＭＳ１
１６の第１選択されたビームから受信するためにＢＳ１０２の４つの各デジタルチェーン
によって使用されるように選択される。連続的なビームダイアグラム９２８－９３４で、
ＢＳ１０２の異なるビームはＭＳ１１６の第２選択されたビームから受信するためにＢＳ
１０２の４つの各デジタルチェーンによって使用されるように選択される。
【００８８】
　ＢＳ１０２は、ＳＳ１１４、ＳＳ１１５のような他のＭＳを構成することができ、これ
らは同じアップリンクサウンディングスロット内で異なるパラメータを持つ異なるサウン
ディングリソースを使用するための役割を行う。特定の例示は例示的な目的で説明のため
に使用されたことを明らかにしておく。本発明の範囲から逸脱することなく他の値及び構
成が使用されることができる。また、ＢＳ１０２での受信ビームフォーミング過程はＭＳ
１１６にシグナリングされる必要はない。ＢＳ１０２は、ＵＬサウンディングスロット内
でスケジューリングされたＭＳ１１６のようなＭＳのためのアップリンクスループットを
最大化する受信ビームフォーミング戦略を選択でき、ＢＳ１０２のビームフォーミング戦
略は、ＳＳによって使用されるサウンディングチャネル１６を構成するメッセージが既に
ＭＳ１１６に送られた後変更され得る。
【００８９】
　図１０は、本発明の実施形態によるアップリンクデータスロット１００４，１００６間
に並置されたアップリンク（ＵＬ）サウンディングスロット１００２を示す図である。図
１０に示すＵＬサウンディングスロット１００２の実施形態は説明の目的のみを有する。
本発明の範囲から逸脱することなく他の実施例等も使用されることができる。
【００９０】
　ＵＬサウンディングスロット１００２は、ＵＬデータスロット１００４のシンボルに比
べてより短い区間を有するＯＦＤＭシンボルを含む。アップリンクサウンディングスロッ
ト１００２は、ＵＬデータスロット１００４内のシンボルのために使用された区間１０１
０より短い区間１００８を有するＯＦＤＭシンボルを使用することができる。さらに短い
区間１００８のＯＦＤＭシンボルは、送信機でＯＦＤＭ信号処理経路内でサンプリング周
波数を一定に維持する間ＩＦＦＴサイズを変更することによって具現されることができる
か、又はＵＬ－ＳＲＳシンボルのための送信機でＩＦＦＴサイズを同一に維持しながらサ
ンプリング周波数を増加させることによって具現され得る。区間が短くなればＩＦＦＴサ
イズ又はサンプリング周波数の変化に比例するほど副搬送波帯域幅が増大する。ＯＦＤＭ
シンボルのための区間がより短ければ、送信機は同じスロット区間でＵＬ－ＳＲＳを搬送
するＯＦＤＭシンボルをより多く挿入できる。ＯＦＤＭシンボルが短くなるべき範囲はシ
ステムワイド構成メッセージ又はＭＳ特定構成メッセージで固定された定量として明示さ
れることができるか、ダイナミックにシグナリングされることができる。
【００９１】
　図１１は、本発明の実施形態によってデータスロットと異なる区間のシンボルを有する
サウンディングスロットを生成するための装置のダイアグラムを示す図である。図１１に
示す装置の実施形態は説明の目的のみを有する。本発明の範囲から逸脱することなく他の
実施例等も使用されることができる。
【００９２】
　送信装置１１０２は、短いＯＦＤＭシンボルでのＵＬ－ＳＲＳをＭＳ１１６でさらに長
いデータＯＦＤＭシンボルで多重化する。ＵＬ－ＳＲＳ送信のための論理１１０４は、シ
ステム要件をパイロットシーケンス処理経路１１０６でＩＦＦＴサイズの構成に変換する
。周波数リソースにマッピングされたパイロットシーケンスはデータ信号経路１１０８で
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のＩＦＦＴとは異なるＩＦＦＴを用いて処理される。従って、ＯＦＤＭシンボルはＵＬサ
ウンディングスロットの区間の間順に送信される。
【００９３】
　ＵＬサウンディングスロットが短いＯＦＤＭシンボルを含むように構成されると、ＭＳ
１１６はＢＳ１０２から受信されたＵＬ－サウンディング構成メッセージを用いてＵＬ－
ＳＲＳの位置、多重化及び繰り返しを識別することによって、異なる送信－受信ビームペ
アにわたって体系的なスキャンを行うことができる。
【００９４】
　図１２は、本発明の実施形態によるサブフレーム内のＵＬ－ＳＲＳの多重化のための異
なる構成を示す図である。フレームはサウンディングリソースチャネルのための複数の同
種又は異種の構成を含むことができる。フレーム１２１０は、サウンディングチャネルの
３つの構成１２０４－１２０８を含む。ＵＬ－ＳＲＳ１２０２は、ＳＲＳ送信のためのサ
ブフレームのＵＬデータスロット上で１つ以上のＯＦＤＭシンボルを受信することによっ
てデータ用シンボルと多重化されることができる。構成１２０６はサウンディングスロッ
トを使用し、前記サウンディングスロット内で全てのＯＦＤＭシンボルがＳＲＳを送信し
、構成１２０４，１２０８は、ＵＬ－ＳＲＳ１２０２を送信するためにＵＬデータスロッ
ト内で構成可能な数のＯＦＤＭシンボルを提供する。構成１２０４，１２０８は、ＵＬ－
ＳＲＳがデータ副搬送波と多重化されるようにして、スロット構成に比べて基準シンボル
オーバーヘッドを低減させる。
【００９５】
　ＵＬ－ＳＲＳ１２０２は、異なる構成１２０４－１２０８及び同じフレームを使用する
データと同じサブフレームで多重化されることができる。アップリンクサウンディングス
ロット１２０６の構成に対して、付加的には、ＢＳ１０２は、ＵＬ－ＳＲＳ１２０２がア
ップリンクデータスロット内の最後のＯＦＤＭシンボルを用いてデータと多重化される第
１構成１２０４の使用をシグナリングすることができ、ここで、前記アップリンクデータ
スロットの全てのシンボルは同じＩＦＦＴサイズ及び同じ副搬送波帯域幅を用いる。
【００９６】
　構成１２０８は、ＵＬ－ＳＲＳシンボルがアップリンクデータスロットの最後のデータ
シンボルであり得るシンボルに多重化されるように構成する。ＵＬ－ＳＲＳのためのより
短いＯＦＤＭシンボルを使用すると、多重ビームペアに対応するＵＬ－ＳＲＳがデータシ
ンボルと同じ空間で使用されることができる。ＵＬ－ＳＲＳを搬送する上記短いＯＦＤＭ
シンボルはデータを搬送するＯＦＤＭシンボルのために使用されるものと異なるＩＦＦＴ
サイズ又はサンプリング周波数を使用する。構成１２０８のように短いＯＦＤＭシンボル
の使用は規則的なＯＦＤＭシンボルの同じ区間内で異なる送信－受信ビームペアのスキャ
ンを可能にする。図１２に示す構成に対して、付加的には、より多くの数の構成が具現さ
れ得る。このような構成は、ＭＳからＵＬ－ＳＲＳを送信するために特定のリソースブロ
ックが保存された場合にＵＬ－ＳＲＳの周波数多重化及びＵＬデータスロットの第１シン
ボルを使用すること、そして、このようなリソースブロックの選択が時間によって変更さ
れるようにすることを含む。
【００９７】
　ＢＳ１０２は、システム構成メッセージを用いて、構成の組み合わせの中のいずれかが
サブフレーム内でＵＬ－ＳＲＳの多重化のために使用されるかをシグナリングし、前記サ
ブフレーム内の前記構成の位置、及び前記シグナリングされた構成組み合わせのための周
期性をシグナリングする。ＭＳ１１６は、システム構成メッセージを用いて、まずはＵＬ
－ＳＲＳが送信されるサブフレームを識別し、その後、ＵＬサウンディング命令Ａ－ＭＡ
Ｐ　ＩＥを用いてＵＬ－ＳＲＳをＢＳ１０２に送信するために使用する正確な構成を識別
する。
【００９８】
　付加的又は代案的な実施形態で、ＢＳ１０２は、サブフレーム内の構成の特定の組み合
わせのみを使用することができる。例えば、ＢＳ１０２は、構成１２０６によるＵＬサウ
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ンディングスロットを構成でき、また、ＢＳ１０２は、構成１２０４によるＵＬデータス
ロットの最後のＯＦＤＭシンボルを構成できる。それぞれの構成はフレームの与えられた
サブフレームの異なるＵＬスロットにあることができる。付加的な代案例では、ＢＳ１０
２が与えられたサブフレーム内で一群の利用可能な構成を利用するようにすることができ
る。
【００９９】
　付加的又は代案的な実施形態で、ＢＳ１０２は、１つ以上の隣接ＢＳでのサウンディン
グチャネルの構成に基づく異なる構成を用いてアップリンクサウンディングチャネルを構
成できる。ＢＳ１０３のような隣接ＢＳのサウンディングチャネルの構成はメッセージと
して受信されることができ、Ｘ２インタフェースのようにＢＳ間の専用インタフェースを
介して交換されることができる。また、ＢＳ１０２は、専用のＸ２インタフェースのよう
なインタフェースを介して隣接ＢＳとともにサウンディングチャネル構成を送ることがで
きる。
【０１００】
　付加的又は代案的な実施形態で、ＵＬ－ＳＲＳ多重化構成からなる組み合わせがアップ
リンクサブフレームで使用されると、ＭＳ１１６は、ＢＳ１０２から受信されたＵＬサウ
ンディング構成メッセージを用いて、ＭＳ１１６がＵＬ－ＳＲＳをＢＳ１０２に送信する
ために使用する多重化構成を識別する。ＵＬサウンディング構成でサウンディングスロッ
ト構成フィールドはＭＳ１１６に、ＵＬ－ＳＲＳがＵＬサウンディングスロットで送信さ
れるか又はＵＬデータスロットの最後のＯＦＤＭシンボルでのデータとともに多重化され
るかを指示できる。例えば、サウンディングスロット構成フィールドが１に設定されると
、ＭＳ１１６は、ＵＬ－ＳＲＳを送信するためにサブフレームのアップリンクスロット内
に位置するＵＬサウンディングスロットを使用することができる。サウンディングスロッ
ト構成フィールドが０に設定されると、ＭＳ１１６は、サブフレームのアップリンクスロ
ット内でのデータとともに少なくとも１つのＵＬ－ＳＲＳを多重化できる。また、ＵＬサ
ウンディングスロットの位置及びＵＬ－ＳＲＳがデータと多重化されるスロットは、ＢＳ
１０２によって提供され全てのＭＳによって受信されるシステムワイド構成メッセージを
用いて全てのＭＳにシグナリングされることができる。多数のサウンディングスロット又
はサウンディング構成がサブフレーム内で使用されると、ＵＬサウンディングスロット構
成フィールドは多数のビットを収容するために拡張されることができ、この時、ビットの
それぞれのタプル（ｔｕｐｌｅ）はサブフレーム内の特定のサウンディングスロットを示
す。
【０１０１】
　図１３は、本発明の実施形態による多重サブフレームにおける多重ＭＳビームのための
ＵＬ－ＳＲＳ送信を示す図である。図１３に示すＵＬ－ＳＲＳ送信の実施形態は説明の目
的のみを有する。本発明の範囲から逸脱することなく他の実施例等も使用されることがで
きる。
【０１０２】
　ＢＳ１０２は、ＭＳ１１６が構成１２０４と構成１２０８の組み合わせを使用するよう
に構成できる。又はＢＳ１０２がサウンディングスロット構成フィールドをＵＬサウンデ
ィング構成メッセージで０に設定すると、ＭＳ１１６は、ＵＬ－ＳＲＳが多重化されるこ
とができる複数の連続的な場合（スロット／サブフレーム）でＵＬ－ＳＲＳを送信する。
これは複数の送信及び受信ビームペアをスキャンできるようにする。
【０１０３】
　例えば、図１２の構成１２０４と同じ第１構成は全てのサブフレーム内のＵＬスロット
２２で許可され、図１２の構成１２０６と同じでアップリンクサウンディングスロットを
使用する第２構成は、全てのサブフレームを繰り返すように設定されたスロット３８で許
可される。その設定下で、ＢＳ１０２から受信されたＵＬサウンディング構成メッセージ
がサウンディングスロット構成＝０、周期性（ｐ）＝０ｂ１００、ＵＬ－ＳＲＳ送信のた
めの送信ビームの数
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【数３２】

、送信ビーム当たりＵＬ－ＳＲＳの繰り返し回数
【数３３】

を含むＭＳ１１６は、第１サブフレーム１３０６内で第１ＵＬ－ＳＲＳ送信機会１３０４
でまずは第１送信ビーム１３０２のためのＵＬ－ＳＲＳを送信し、第２又は後続のサブフ
レーム１３１２内で次のＵＬ－ＳＲＳ送信機会１３１０で第２送信ビーム１３０８のため
のＵＬ－ＳＲＳを送信するように構成する。ＭＳ１１６が後続のＳＲＳ多重化の場合で全
てのＵＬ－ＳＲＳを送信した途端、ＭＳ１１６は、周期性パラメータを利用してＵＬ－Ｓ
ＲＳ送信の次回の間後続のフレームのサブフレームを識別する。周期性パラメータはＵＬ
－ＳＲＳの要求された繰り返しをすべて送信するために必要なＳＲＳ送信機会の数を完遂
できるほど十分大きい。
【０１０４】
　複数の連続的なサブフレームにＵＬ－ＳＲＳを送信することは、サウンディングチャネ
ルがＵＬサウンディングスロットを使用するように構成された場合でも発生する場合があ
る。サウンディングされるビームの数

【数３４】

及びビーム当たり繰り返し回数
【数３５】

がＵＬ－サウンディングスロットにあるものに比べてより多くの数のシンボルを必要とす
るように設定されると、ＭＳ１１６は、構成によって設定された全てのＵＬ－ＳＲＳ送信
が完了するまで連続的なＳＲＳ送信機会にＵＬサウンディングを送信する。
【０１０５】
　本発明の代案的又は付加的な実施形態で、ＵＬ－ＳＲＳ送信はＭＳ１１６が選択された
ビームに対応するＳＲＳを一度に１つずつ送信するように構成されることができる。選択
されたビームに対応するＵＬ－ＳＲＳはデジタルチェーンから送信される。ＭＳ１１６が
【数３６】

のデジタルチェーンを具備する場合、ＭＳ１１６は各
【数３７】

デジタルチェーンのためにＵＬ－ＳＲＳのための送信ビームをそれぞれ別々に選択する。
各デジタルチェーンのために、ＭＳ１１６は、前記デジタルチェーンを介して選択ビーム
に対応するＵＬ－ＳＲＳを送信する。第２デジタルチェーン又は他のデジタルチェーンに
対応するＵＬ－ＳＲＳは同じサウンディング機会で１つずつ個別に送信されることができ
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るか、又は（１）ＳＲＳの多重化がコード分離される際の異なる循環シフト及び（２）Ｓ
ＲＳが十進化で分離されることができる際の異なる周波数オフセットの組み合わせで送信
されることができる。多重循環シフトインデックス又は周波数シフトオフセットはＵＬサ
ウンディング構成メッセージに指示された割り当てＭＳ特定循環シフト又は周波数シフト
に基づいて計算される。ＭＳ１１６は、連続的な循環シフトインデックス又は周波数シフ
トオフセットを使用して全てのデジタルチェーンからＳＲＳを送信できるか、デジタルチ
ェーンの数
【数３８】

、ＭＳ　ＩＤなどを含む一部のパラメータを用いる機能的マッピングに基づいて循環シフ
トインデックス又は周波数シフトオフセットを選択し、送信のために使用された循環シフ
トインデックス又は周波数シフトオフセットを識別できる。
【０１０６】
　本発明による付加的又は代案的な実施形態で、ＵＬ－ＳＲＳ送信は、ＭＳ１１６が第１
サウンディング機会でＭＳ１１６の第１デジタルチェーンのための第１選択されたビーム
に対応するＳＲＳを送信し、ＭＳ１１６の第２又は次のデジタルチェーンへ移動する前に
第１選択されたビームのための全ての繰り返されたＳＲＳを完了するように、構成される
ことができる。これは第１選択されたビームのためのサウンディング機会の数
【数３９】

を採用するであろう。
【０１０７】
　ＭＳ１１６は、
【数４０】

番目のサウンディング機会で第２デジタルチェーンから第１選択されたビームをともに送
信し、前記選択されたビームのための繰り返されたＳＲＳを第２デジタルチェーンで完了
する。このような過程は、全てのデジタルチェーンからの全ての第１選択されたビームが
構成メッセージでの設定に従って送信されるまで繰り返される。
【０１０８】

【数４１】

番目のサウンディング機会で、第１デジタルチェーンを介する第２選択されたビームのた
めのＳＲＳはその全ての繰り返しが完了するまで送信される。ＭＳ１１６は、異なるデジ
タルチェーンから異なる選択されたビームのためのＳＲＳ送信を繰り返し、これを連続す
るＳＲＳ機会で

【数４２】

フォーマットに従って繰り返し、全ての要求されたＳＲＳが送信されるまで繰り返す。こ
れは
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【数４３】

の繰り返し、すなわち各デジタルチェーン
【数４４】

のための繰り返し、ＢＳ１０２のビームのためのそれぞれの繰り返し
【数４５】

、及びＭＳ１１６のビーム
【数４６】

のためのそれぞれの繰り返しを含む。
【０１０９】
　図１４は、本発明の実施形態によって送信機会がビットマップによって識別される状況
でＵＬサウンディングチャネルのための構成を示す図である。
【０１１０】
　ＢＳ１０２は、ＳＲＳ送信のために使用される特定のサウンディング機会を指示できる
。例えば、サウンディング機会が連続的なＯＦＤＭシンボルからなるスロット－データス
ロット又はサウンディングスロット－で構成されると、ＢＳ１０２は、ＵＬ－ＳＲＳが送
信されるスロット内のシンボルをＵＬサウンディング構成メッセージに明示できる。
【０１１１】
　このような明示は、ビットマップによって制御されるスロット内のシンボルの数と同じ
長さを有するビットマップの形態で提供され得る。スロットが８つのシンボルを含む場合
、ビットマップは８つのビットであり得る。代案的には、スロットが８つより多い数のシ
ンボルを含む場合、８つのビットからなるビットマップは前記スロット内の特定のシンボ
ルと関連づけられることができる。例えば、最初の４つのビットは前記スロットの最初の
４つのシンボルと関連づけられることができ、最後の４つのビットは前記スロットの最後
の４つのシンボルと関連づけられることができる。他の例として、ビットマップのビット
はスロットの開始点又は終了点で連続的なシンボルと関連づけられることができる。
【０１１２】
　特定の実施形態で、ビットマップのそれぞれのビットのために、スロット内のシンボル
の位置で「１」は前記シンボルで１つのＳＲＳが送信されることを示し、「０」は前記シ
ンボルでＳＲＳが送信されないことを示す。
【０１１３】
　ビットマップ構成の一例は、図１４に図示されており、これはスロット１４０６でＳＲ
Ｓ送信のために使用されるシンボル１４０４をビットマップ１４０２がどのように指示す
るかを説明する。ビットマップ識別ＳＲＳ送信はＵＬ－ＳＲＳ送信を構成する他のパラメ
ータとともにＵＬサウンディング構成メッセージで指示されることができる。
【０１１４】
　図１５は、本発明の実施形態による多重サウンディングチャネルの使用を示す図である
。図１５に示す本発明の実施形態は説明の目的のみを有する。本発明の範囲から逸脱する
ことなく他の実施例等も使用されることができる。
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　ＢＳ１０２は、ＭＳ１１６によってＳＲＳを送信するために多重サウンディングチャネ
ルを構成できる。多重サウンディングチャネルはＳＲＳを送信するために異なる周期性及
び異なる構成を含むことができる。そのような構成はＭＳ１１６からＢＳ１０２にチャネ
ル測定値の異なる範囲を可能にするよう設計される。ＢＳ１０２は、移動速度、ＣＱＩレ
ポート、ＭＳ１１６からのＲＡＣＨ受信、及び他の因子のようなパラメータに基づく多重
サウンディング割り当てを構成できる。
【０１１６】
　例えば、ＭＳ１１６は、図１２の構成１２０６と同様に第１サウンディングチャネル１
５０２がＵＬサウンディングスロットにある２つのサウンディングチャネルに割り当てら
れ、第１セットの送信及び受信ビームペアを体系的にスキャンできる。第２サウンディン
グチャネル１５０４は、図１２の構成１２０８と同様にＵＬデータスロットに割り当てら
れ、第２セットの送信及び受信ビームペアを用いてスキャンする。第２セットの送信及び
受信ビームペアは第１サウンディングチャネル１５０２で使用されたものと同じ送信ビー
ムを含み、第１サウンディングチャネル１５０２からＳＲＳを受信する際にＢＳ１０２に
よって使用された受信ビームのセットからのサブセットを含むことができる。
【０１１７】
　２つのサウンディングチャネル１５０２－１５０４の周期性は、ＵＬサウンディングス
ロットで第１サウンディングチャネル１５０２がＵＬデータスロットでの第２サウンディ
ングチャネル１５０４に比べて顕著に緩やかな速度でアップデートされるように構成され
る。第１サウンディングチャネル１５０２及び第２サウンディングチャネル１５０４はい
ずれも互いに衝突する割り当てを含む一部のサブフレームのために、ＭＳ１１６は、ＳＲ
Ｓを送信するために第１サウンディングチャネル割り当てを使用する。このような例は、
図１５に図示されており、この時、第１サウンディングチャネルの周期性は各１００個の
サブフレームごとに１回に設定され、第２サウンディングチャネルの周期性は各２５個の
サブフレームごとに１回に設定されている。
【０１１８】
　本発明による代案的又は付加的な実施形態で、ＢＳ１０２は、周期的サウンディングチ
ャネルが既に構成されたＭＳ１１６に非周期的サウンディングチャネルをシグナリングで
きる。非周期的サウンディングチャネルはフレームの数で繰り返されないが、サウンディ
ングが終了した後、すなわちＭＳ１１６がその繰り返しを完了した後はサウンディングが
繰り返されない方式である。これに対して、周期的サウンディングチャネルはフレームの
数で繰り返すが、サウンディングが終了した後、各フレーム数ごとに１回、例えば、各２
ｐ－１ごとに１回繰り返し、この時、ｐは、ＢＳ１０２からＵＬサウンディング構成メッ
セージに明示された周期性である。
【０１１９】
　非周期的サウンディングチャネルは、ＭＳ１１６によって受信された第２又は次のＵＬ
サウンディングチャネル構成メッセージに周期性（ｐ）フィールドを０ｂ０００に設定す
ることによってシグナリングされることができる。また、第２ＵＬサウンディングチャネ
ル構成メッセージはサウンディングチャネルと関連づけられた他のパラメータの変更を含
むことができる。変更されたパラメータは、例えば、ＭＳ１１６がＳＲＳを送信すべきビ
ームの数
【数４７】

又は送信ビームに対応するＵＬ－ＳＲＳが繰り返される回数
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【数４８】

を含むことができる。初期に構成されたアップリンクサウンディングチャネルに比べて１
つ以上のパラメータで変更が発生すると、ＭＳ１１６はこれを新しい非周期的ＵＬサウン
ディングチャネルであると解釈し、ＵＬ－ＳＲＳをスケジューリングされたリソース内で
送信する。代案的には、サウンディングチャネルの他のどのようなパラメータも変更され
なければ、ＭＳ１１６は０ｂ０００に設定された周期性（ｐ）を、構成されたアップリン
クチャネルの非割り当て又は終了として解釈する。
【０１２０】
　ＢＳ１０２は、サウンディングチャネルが予め構成された非周期的サウンディングチャ
ネルをＭＳ１１６に明示的に（ｅｘｐｌｉｃｉｔｌｙ）シグナリングできる。ＵＬサウン
ディングチャネル構成メッセージで周期性（ｐ）フィールドを０ｂ０００に設定すること
に加え、ＢＳ１０２は、付加的なビットを使用して、これが新しいサウンディングチャネ
ルの割り当てであるか又は以前のＵＬサウンディング構成メッセージで構成されたサウン
ディングチャネルの終了であるかを指示できる。
【０１２１】
　本発明は実施形態とともに説明されたが、様々な変更及び修正が当該技術分野における
通常の知識を有する者に提案されることができる。本発明はその変更及び修正が添付され
た請求項の範囲内に属するように包括することを意図した。
【符号の説明】
【０１２２】
１００　無線ネットワーク
１１６　無線移動局
１１６　移動局
１２０　カバレッジ領域
１２５　カバレッジ領域
１３０　ネットワーク
２００　送信経路
２０５　変調ブロック
２１０　直列－並列ブロック
２１５　サイズＮ　ＩＦＦＴブロック
２２０　並列－直列ブロック
２２５　サイクリックプレフィックス添加ブロック
２３０　アップコンバータ
２５０　受信経路
２５５　ダウンコンバータ
２６０　サイクリックプレフィックス除去ブロック
２６５　直列－並列ブロック
２７０　サイズＮ高速フーリエ変換ブロック
２７５　並列－直列ブロック
２８０　復調ブロック
３０５　アンテナ
３１０　送受信機
３１５　処理回路
３２０　マイクロホン
３２５　処理回路
３３０　スピーカ
３４０　メインコントローラ
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３４０　メインプロセッサ
３４５　インタフェース
３５０　キーパッド
３５５　ディスプレイ
３５５　ディスプレイユニット
３６０　メモリ
３６１　プログラム
３６２　アプリケーション

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３】

【図４】 【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】 【図９Ａ】
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【図９Ｂ】 【図１０】

【図１１】 【図１２Ａ】
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【図１２Ｂ】 【図１３Ａ】

【図１３Ｂ】 【図１４】
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【図１５】
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